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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信中で干渉を緩和するための方法において、
　第１のアクセスポイントにおいて、前記第１のアクセスポイント以外の１つ以上の担当
アクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出することと、
　前記第１のアクセスポイントにおいて、前記干渉を検出したことに基づいて、経時的に
ダウンリンク送信電力を増加させることとを含み、第１の時間期間の間、前記ダウンリン
ク送信電力がブーストされるブースティングパターンにしたがって、前記ダウンリンク送
信電力は増加され、前記ダウンリンク送信電力をブーストすることは、前記第１の時間期
間の後に前記干渉を検出することに少なくとも基づいて、第２の時間期間の間、増加され
る方法。
【請求項２】
　ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　　前記装置以外の１つ以上の担当アクセスポイントと通信している１つ以上のデバイス
からの干渉を検出し、
　　前記検出された干渉に基づいて、経時的にダウンリンク送信電力を増加させ、第１の
時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力がブーストされるブースティングパターンにし
たがって、前記ダウンリンク送信電力は増加され、前記ダウンリンク送信電力をブースト
することは、前記第１の時間期間の後に前記干渉を検出することに少なくとも基づいて、
第２の時間期間の間、増加される、
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　ように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリと
を具備する装置。
【請求項３】
　ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　前記装置以外の１つ以上の担当アクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスか
らの干渉を検出する手段と、
　前記検出された干渉に基づいて、経時的にダウンリンク送信電力を増加させる手段とを
具備し、第１の時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力がブーストされるブースティン
グパターンにしたがって、前記ダウンリンク送信電力は増加され、前記ダウンリンク送信
電力をブーストすることは、前記第１の時間期間の後に前記干渉を検出することに少なく
とも基づいて、第２の時間期間の間、増加される装置。
【請求項４】
　ワイヤレス通信中で干渉を緩和するコンピュータプログラムを記憶するコンピュータ読
取可能記憶媒体において、前記コンピュータプログラムは、
　第１のアクセスポイントに、前記第１のアクセスポイント以外の１つ以上の担当アクセ
スポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出させるためのコードと、
　前記第１のアクセスポイントに、前記検出された干渉に基づいて、経時的にダウンリン
ク送信電力を増加させるためのコードとを含み、第１の時間期間の間、前記ダウンリンク
送信電力がブーストされるブースティングパターンにしたがって、前記ダウンリンク送信
電力は増加され、前記ダウンリンク送信電力をブーストすることは、前記第１の時間期間
の後に前記干渉を検出することに少なくとも基づいて、第２の時間期間の間、増加される
、コンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項５】
　ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　前記装置以外の１つ以上の担当アクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスか
らの干渉を検出するように構成されている干渉検出コンポーネントと、
　前記検出された干渉に基づいて、経時的にダウンリンク送信電力を増加させるように構
成されているダウンリンク送信コンポーネントとを具備し、第１の時間期間の間、前記ダ
ウンリンク送信電力がブーストされるブースティングパターンにしたがって、前記ダウン
リンク送信電力は増加され、前記ダウンリンク送信電力をブーストすることは、前記第１
の時間期間の後に前記干渉を検出することに少なくとも基づいて、第２の時間期間の間、
増加される、装置。
【請求項６】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、干渉をもたらすために増加される請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、周波数間ハンドオーバをもたらすために増加される請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の時間期間と前記第２の時間期間の間の期間、前記ダウンリンク送信電力を元
々のレベルに下げることをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記ブースティングパターンは、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間とをバース
トのクラスタにグループ分けし、前記方法は、前記バーストのクラスタにおける最後のバ
ーストの後、拡張された時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力を元々のレベルに戻す
ことをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、干渉をもたらすために増加される請求項２記載の装置。
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【請求項１１】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、周波数間ハンドオーバをもたらすために増加される請求項２記載の装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間の間の
期間、前記ダウンリンク送信電力を元々のレベルに下げるようにさらに構成されている請
求項２記載の装置。
【請求項１３】
　前記ブースティングパターンは、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間とをバース
トのクラスタにグループ分けし、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記バーストのク
ラスタにおける最後のバーストの後、拡張された時間期間の間、前記ダウンリンク送信電
力を元々のレベルに戻すようにさらに構成されている請求項２記載の装置。
【請求項１４】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、干渉をもたらすために増加される請求項３記載の装置。
【請求項１５】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、周波数間ハンドオーバをもたらすために増加される請求項３記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１の時間期間と前記第２の時間期間の間の期間、前記ダウンリンク送信電力を元
々のレベルに下げる手段をさらに具備する請求項３記載の装置。
【請求項１７】
　前記ブースティングパターンは、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間とをバース
トのクラスタにグループ分けし、前記装置は、前記バーストのクラスタにおける最後のバ
ーストの後、拡張された時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力を元々のレベルに戻す
手段をさらに具備する請求項３記載の装置。
【請求項１８】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、干渉をもたらすために増加される請求項４記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項１９】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、周波数間ハンドオーバをもたらすために増加される請求項４記載のコンピュータ読取可
能記憶媒体。
【請求項２０】
　前記第１のアクセスポイントに、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間の間の期間
、前記ダウンリンク送信電力を元々のレベルに下げさせるためのコードをさらに含む請求
項４記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２１】
　前記ブースティングパターンは、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間とをバース
トのクラスタにグループ分けし、一時的でないコンピュータ読取可能媒体は、前記バース
トのクラスタにおける最後のバーストの後、拡張された時間期間の間、前記第１のアクセ
スポイントに、前記ダウンリンク送信電力を元々のレベルに戻させるためのコードをさら
に含む請求項４記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２２】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、干渉をもたらすために増加される請求項５記載の装置。
【請求項２３】
　前記ダウンリンク送信電力は、前記干渉が検出された前記１つ以上のデバイスにおいて
、周波数間ハンドオーバをもたらすために増加される請求項５記載の装置。
【請求項２４】
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　前記ダウンリンク送信コンポーネントは、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間の
間の期間、前記ダウンリンク送信電力を元々のレベルに下げるようにさらに構成されてい
る請求項５記載の装置。
【請求項２５】
　前記ブースティングパターンは、前記第１の時間期間と前記第２の時間期間とをバース
トのクラスタにグループ分けし、前記ダウンリンク送信コンポーネントは、前記バースト
のクラスタにおける最後のバーストの後、拡張された時間期間の間、前記ダウンリンク送
信電力を元々のレベルに戻すようにさらに構成されている請求項５記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【合衆国法典第３５部第１１９条の下での優先権の主張】
【０００１】
　本特許出願は、２０１０年６月２９日に出願された、“向上されたアップリンク干渉管
理”と題され、本出願の譲受人に譲渡され、ここでの参照によりここに明確に組み込まれ
ている、仮出願番号第６１／３５９，７５４号に対する優先権を主張する。
【分野】
【０００２】
　以下の説明は、一般的にワイヤレスネットワーク通信に関し、さらに詳細には、フェム
トセル配置において干渉を緩和することに関する。
【背景】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、例えば、音声、データ等のような、さまざまなタイプの通
信コンテンツを提供するように、幅広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システ
ムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送信電力、．．．）を共有するこ
とにより、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであって
もよい。このような多元接続システムの例は、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直
交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、および、これらに類似するものを含んで
もよい。さらに、システムは、第三世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）、３
ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、ウルトラモバイルブロードバンド（Ｕ
ＭＢ）、ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ ｄａｔａ ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）等のような規
格に準拠することができる。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数の移動デバイスに対する通信を同時
にサポートしてもよい。各移動デバイスは、フォワードリンク上およびリバースリンク上
の送信を介して、１つ以上のアクセスポイントと通信してもよい。フォワードリンク（ま
たは、ダウンリンク）は、アクセスポイントから移動デバイスへの通信リンクのことを指
し、リバースリンク（または、アップリンク）は、移動デバイスからアクセスポイントへ
の通信リンクのことを指す。さらに、単一入力単一出力（ＳＩＳＯ）システム、複数入力
単一出力（ＭＩＳＯ）システム、または、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）システム等を介
して、移動デバイスとアクセスポイントとの間の通信を確立してもよい。加えて、移動デ
バイスは、他の移動デバイスと（および／または、アクセスポイントは、他のアクセスポ
イントと）ピア・ツー・ピアワイヤレスネットワークコンフィギュレーションで通信する
ことができる。
【０００５】
　従来の基地局を補足するために、移動デバイスに対するさらにロバストなワイヤレスカ
バレッジを提供するように、追加の制限されたアクセスポイントを配置できる。例えば、
インクリメント的な容量増加や、より豊かなユーザ経験や、建物内または他の特定の地理
的なカバレッジや、ならびに／あるいは、これらに類似するもののために、ワイヤレス中
継局および低電力基地局（これらは、例えば、一般的に、ホームノードＢまたはホームｅ
ＮＢと呼ばれ、まとめて、Ｈ（ｅ）ＮＢと呼ばれ、フェムトアクセスポイント、フェムト



(5) JP 6162193 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

セル、ピコセル、マイクロセル等と呼ばれることがある）を配置できる。いくつかのコン
フィギュレーションでは、このような低電力基地局は、移動体オペレータネットワークへ
のバックホールリンクを提供できるブロードバンド接続（例えば、デジタル加入者線（Ｄ
ＳＬ）ルータ、ケーブル、または、他のモデム等）を介して、インターネットに接続でき
る。したがって、ブロードバンド接続を介して１つ以上のデバイスに移動体ネットワーク
アクセスを提供するために、例えば、低電力基地局をユーザの家の中に配置できる。
【０００６】
　この点については、このような低電力基地局の配置は、多くのケースでは計画されてお
らず、したがって、基地局および／または基地局と通信している移動デバイスは、他の低
電力基地局、マクロセル基地局、または、付近にある他のデバイスに対して干渉を生じさ
せることがある。同様に、マクロセル基地局と通信しているデバイスは、近くのフェムト
セルアクセスポイントと干渉することがある。
【概要】
【０００７】
　以下のものは、このような態様の基本的な理解を提供するために、１つ以上の態様の簡
略化した概要を提示する。この概要は、すべての考えられる態様の広範囲にわたる概略で
はなく、すべての態様のキーエレメントまたは重要なエレメントを識別すること、あるい
は、任意の態様またはすべての態様の範囲を詳細に述べることのどちらも意図していない
。この唯一の目的は、後に提示するさらに詳細な説明に対する前置きとして、１つ以上の
態様のうちのいくつかの概念を、簡略化した形態で提示することである。
【０００８】
　１つ以上の実施形態とその対応する開示とにしたがって、マクロセルアクセスポイント
と通信している１つ以上のデバイスからの、フェムトセルアクセスポイントに対するアッ
プリンク干渉を減少させること、および／または、その逆もまた同じであることに関連し
て、さまざまな態様を説明する。１つの例では、マクロセルアクセスポイントと通信して
いるデバイスからのフェムトセルアクセスポイントへの潜在的な干渉が、しきい値レベル
を超えていると決定されたときに、そのデバイスに対して、周波数間ハンドオーバ（ＩＦ
ＨＯ）しきい値を下げることができる。別の例では、いったん、デバイスからの干渉がし
きい値レベルを超えると、フェムトセルアクセスポイントは、デバイスのフェムトセルア
クセスポイントへのハンドオーバを促進するために、ハイブリッド動作モードに切り替え
ることができる。別の例では、デバイスからフェムトセルアクセスポイントへの干渉がし
きい値レベルを超えたときに、マクロセルアクセスポイントによって、デバイスのデータ
レートを限定することができる。これは、より低い電力でマクロセルアクセスポイントに
送信するデバイスを結果として生じさせる。さらに別の例では、フェムトセルアクセスポ
イントからデバイスへの干渉がＩＦＨＯしきい値を超え、マクロセルアクセスポイントか
らのデバイスのＩＦＨＯを生じさせるように、フェムトセルアクセスポイントが、ダウン
リンク送信電力を増加させることができる。別の例では、フェムトセルアクセスポイント
は、フェムトセルのカバレッジエリアを減少させることによって、フェムトセルアクセス
ポイントと通信している１つ以上のデバイスによって生じる、マクロセルアクセスポイン
トへの干渉を減少させることができる。
【０００９】
　例にしたがって、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するための方法が提供されて
いる。方法は、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉す
ることを決定することと、決定に少なくとも部分的に基づいて、担当されているデバイス
に対する周波数間ハンドオーバしきい値またはデータレートを調節することとを含む。
【００１０】
　別の態様では、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置が提供されている。装
置は、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを
決定するように構成されている少なくとも１つのプロセッサを具備する。少なくとも１つ
のプロセッサは、決定に少なくとも部分的に基づいて、担当されているデバイスに対する
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周波数間ハンドオーバしきい値またはデータレートを調節するようにさらに構成されてい
る。装置はまた、少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する。
【００１１】
　さらに別の態様では、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的
に干渉することを決定する手段を具備する、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する
装置が提供されている。装置は、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイント
に潜在的に干渉することを決定する手段に少なくとも部分的に基づいて、担当されている
デバイスに対する周波数間ハンドオーバしきい値またはデータレートを調節する手段をさ
らに具備する。
【００１２】
　さらに、別の態様では、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在
的に干渉することを、少なくとも１つのコンピュータに決定させるためのコードを含むコ
ンピュータ読取可能媒体を具備する、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するコンピ
ュータプログラムプロダクトが提供されている。コンピュータ読取可能媒体は、決定に少
なくとも部分的に基づいて、担当されているデバイスに対する周波数間ハンドオーバしき
い値またはデータレートを、少なくとも１つのコンピュータに調節させるためのコードを
さらに含む。
【００１３】
　さらに、ある態様では、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在
的に干渉することを決定する干渉決定コンポーネントを具備する、ワイヤレスネットワー
ク中で干渉を緩和する装置が提供されている。装置は、担当されているデバイスが１つ以
上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定する干渉決定コンポーネントに少な
くとも部分的に基づいて、担当されているデバイスに対する周波数間ハンドオーバしきい
値またはデータレートを調節するコンポーネントをさらに具備する。
【００１４】
　別の例にしたがって、メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモー
ドで動作することと、１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上のメ
ンバーでないデバイスからの干渉を検出することとを含む、ワイヤレスネットワーク中で
干渉を緩和するための方法が提供されている。方法は、検出した干渉に基づいて、１つ以
上のメンバーでないデバイスとの通信が可能になるように、ハイブリッドアクセスモード
またはオープンアクセスモードに切り替えることをさらに含む。
【００１５】
　別の態様では、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置が提供されている。装
置は、メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモードをアドバタイズ
し、１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上のメンバーでないデバ
イスからの干渉を検出するように構成されている少なくとも１つのプロセッサを具備する
。少なくとも１つのプロセッサは、検出した干渉に基づいて、１つ以上のメンバーでない
デバイスとの通信が可能になるように、ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアク
セスモードに切り替えるようにさらに構成されている。装置はまた、少なくとも１つのプ
ロセッサに結合されているメモリとを具備する。
【００１６】
　さらに別の態様では、メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモー
ドで動作する手段を具備する、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置が提供さ
れている。装置は、１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上のメン
バーでないデバイスからの干渉を検出する手段をさらに具備し、動作する手段は、検出し
た干渉に基づいて、１つ以上のメンバーでないデバイスとの通信が可能になるように、ハ
イブリッドアクセスモードまたはオープンアクセスモードに切り替える。
【００１７】
　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、メンバーデバイスとの通信
を可能にするクローズドアクセスモードをアドバタイズさせるためのコードと、少なくと
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も１つのコンピュータに、１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上
のメンバーでないデバイスからの干渉を検出させるためのコードとを有するコンピュータ
読取可能媒体を具備する、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するコンピュータプロ
グラムプロダクトが提供されている。コンピュータ読取可能媒体は、少なくとも１つのコ
ンピュータに、検出した干渉に基づいて、１つ以上のメンバーでないデバイスとの通信が
可能になるように、ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアクセスモードをアドバ
タイズするように切り替えさせるためのコードをさらに含む。
【００１８】
　さらに、ある態様では、メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモ
ードで動作するアクセスモードコンポーネントを具備する、ワイヤレスネットワーク中で
干渉を緩和する装置が提供されている。装置は、１つ以上のアクセスポイントによって担
当されている１つ以上のメンバーでないデバイスからの干渉を検出する干渉検出コンポー
ネントをさらに具備する。アクセスモードコンポーネントは、検出した干渉に基づいて、
１つ以上のメンバーでないデバイスとの通信が可能になるように、ハイブリッドアクセス
モードまたはオープンアクセスモードに切り替える。
【００１９】
　別の例では、１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干
渉を検出することと、干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターン
にしたがって、ダウンリンク送信電力を増加させることとを含むワイヤレス通信中で干渉
を緩和するための方法が提供されている。
【００２０】
　別の例では、ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置が提供されている。装置は、１つ
以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出するように
構成されている少なくとも１つのプロセッサを具備する。少なくとも１つのプロセッサは
、干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターンにしたがって、ダウ
ンリンク送信電力を増加させるようにさらに構成されている。装置はまた、少なくとも１
つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する。
【００２１】
　さらに別の態様では、１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイス
からの干渉を検出する手段を具備する、ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置が提供さ
れている。装置は、干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターンに
したがって、ダウンリンク送信電力を増加させる手段をさらに具備する。
【００２２】
　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、１つ以上のアクセスポイン
トと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出させるためのコードを有するコン
ピュータ読取可能媒体を具備する、ワイヤレス通信中で干渉を緩和するコンピュータプロ
グラムプロダクトが提供されている。コンピュータ読取可能媒体は、少なくとも１つのコ
ンピュータに、干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターンにした
がって、ダウンリンク送信電力を増加させるためのコードをさらに含む。
【００２３】
　さらに、ある態様では、１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイ
スからの干渉を検出する干渉検出コンポーネントを具備する、ワイヤレス通信中で干渉を
緩和する装置が提供されている。装置は、干渉を検出したことに基づいて、経時的なブー
スティングパターンにしたがって、ダウンリンク送信電力を増加させるダウンリンク送信
コンポーネントをさらに具備する。
【００２４】
　別の例にしたがって、ワイヤレス通信中で干渉を緩和するための方法が提供されている
。方法は、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉するこ
とを決定することと、決定に少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを
調節することとを含む。
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【００２５】
　別の態様では、ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置が提供されている。装置は、担
当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定する
ように構成されている少なくとも１つのプロセッサを具備する。少なくとも１つのプロセ
ッサは、決定に少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調節するよう
にさらに構成されている。装置はまた、少なくとも１つのプロセッサに結合されているメ
モリを具備する。
【００２６】
　さらに別の態様では、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的
に干渉することを決定する手段を具備する、ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置が提
供されている。装置は、担当されているデバイスが潜在的に干渉することを決定する決定
する手段に少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調節する手段を具
備する。
【００２７】
　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、担当されているデバイスが
１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定させるためのコードを有する
コンピュータ読取可能媒体を具備する、ワイヤレス通信中で干渉を緩和するコンピュータ
プログラムプロダクトが提供されている。コンピュータ読取可能媒体は、少なくとも１つ
のコンピュータに、決定に少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調
節させるためのコードをさらに含む。
【００２８】
　さらに、ある態様では、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在
的に干渉することを決定する干渉決定コンポーネントを具備する、ワイヤレス通信中で干
渉を緩和する装置が提供されている。装置は、担当されているデバイスが潜在的に干渉す
ることを決定する干渉決定コンポーネントに少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッ
ジターゲットを調節するパス損失エッジターゲット調節コンポーネントをさらに具備する
。
【００２９】
　先の目的および関連する目的を達成するために、１つ以上の態様は、後に完全に説明す
る特徴、および、特許請求の範囲中で特に指摘する特徴を含んでいる。以下の説明および
添付図面により、１つ以上の態様のある例示的な特徴を詳細に述べる。しかしながら、こ
れらの特徴は、さまざまな態様の原理を用いることができるさまざまな方法のうちのいく
つかのみを示しており、この説明は、このようなすべての態様およびそれらの均等物を含
むことを意図している。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
　開示する態様は、開示する態様を限定せずに図示するように提供されている添付図面に
関連して、ここより後で説明する。ここで、同一の記号は、同一のエレメントを示す。
【図１】図１は、ワイヤレスネットワーク中での干渉の緩和を促進する例示的なシステム
のブロックダイヤグラムである。
【図２】図２は、１つ以上の担当されているデバイスによって生じる干渉を緩和するため
の例示的なシステムのブロックダイヤグラムである。
【図３】図３は、１つ以上のメンバーでないデバイスからの干渉を緩和するための例示的
なシステムのブロックダイヤグラムである。
【図４】図４は、１つ以上の干渉しているデバイスにハンドオーバを実行させるための例
示的なダウンリンク送信電力ブースティングパターンである。
【図５】図５は、カバレッジエリアを修正して、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和
するための例示的なシステムのブロックダイヤグラムである。
【図６】図６は、１つ以上の担当されているデバイスからの干渉を緩和する例示的な方法
の態様のフローチャートである。
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【図７】図７は、アクセスモードを切り替えることによって干渉を緩和する例示的な方法
の態様のフローチャートである。
【図８】図８は、ダウンリンク送信電力をブーストして干渉を緩和するための例示的な方
法の態様のフローチャートである。
【図９】図９は、カバレッジエリアを修正して、他のアクセスポイントへのデバイス干渉
を緩和する例示的な方法の態様のフローチャートである。
【図１０】図１０は、１つ以上のデバイスによって生じる干渉を緩和するための例示的な
システムのブロックダイヤグラムである。
【図１１】図１１は、１つ以上の干渉しているデバイスにハンドオーバを実行させる例示
的なシステムのブロックダイヤグラムである。
【図１２】図１２は、アクセスモードを切り替えることによって干渉を緩和する例示的な
システムのブロックダイヤグラムである。
【図１３】図１３は、ダウンリンク送信電力をブーストして干渉を緩和する例示的なシス
テムのブロックダイヤグラムである。
【図１４】図１４は、カバレッジエリアを修正して、他のアクセスポイントへのデバイス
干渉を緩和する例示的なシステムのブロックダイヤグラムである。
【図１５】図１５は、ここで述べるさまざまな態様にしたがった、例示的なワイヤレス通
信システムのブロックダイヤグラムである。
【図１６】図１６は、ここで説明するさまざまなシステムおよび方法に関連して用いるこ
とができる、例示的なワイヤレスネットワーク環境の例である。
【図１７】図１７は、ここでの態様を実現できる、多数のデバイスをサポートするように
構成されている例示的なワイヤレス通信システムを図示している。
【図１８】図１８は、ネットワーク環境内でフェムトセルの配置を可能にする例示的な通
信システムの例である。
【図１９】図１９は、いくつかの規定されたトラッキングエリアを有するカバレッジマッ
プの例を図示している。
【詳細な説明】
【００３１】
　図面を参照して、ここで、さまざまな態様を説明する。以下の説明では、説明の目的の
ため、１つ以上の態様の完全な理解を提供するために、多くの特定の詳細を述べる。しか
しながら、これらの特定の詳細がなくても、このような態様を実施できることは明白であ
る。
【００３２】
　ここでさらに説明するように、１つ以上のアクセスポイントと通信しているデバイスに
よって生じる、フェムトセル配置中の干渉を、緩和することができる。例えば、マクロセ
ルアクセスポイントと通信しており、フェムトセルアクセスポイントに対するしきい値レ
ベルの干渉を少なくとも生じさせているデバイスに対して、周波数間ハンドオーバー（Ｉ
ＦＨＯ）をトリガすることができる。別の例では、フェムトセルアクセスポイントは、フ
ェムトセルアクセスポイントと干渉している１つ以上のデバイスを担当するために、ハイ
ブリッドアクセスモードで動作するように切り替えることができる。さらに、例えば、マ
クロセルアクセスポイントは、マクロセルアクセスポイントと通信しているデバイスのデ
ータレートを限定して、デバイスの送信電力を低下させ、したがって、１つ以上の他のア
クセスポイントに対する干渉を緩和することができる。さらに、別の例では、フェムトセ
ルアクセスポイントは、マクロセルアクセスポイントと通信しているデバイスに対するＩ
ＦＨＯを開始するために、ダウンリンク送信電力を増加させて、そのデバイスに対する干
渉を生じさせることができる。さらに、フェムトセルアクセスポイントと通信しているデ
バイスによって生じる、マクロセルアクセスポイントに対する干渉を緩和するために、フ
ェムトセルアクセスポイントは、カバレッジエリアを減少させることができる。
【００３３】
　本出願中で使用するような、用語“コンポーネント”、“モジュール”、“システム”
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、および、これらに類似するものは、これらに限定されないが、ハードウェアや、ファー
ムウェアや、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせや、ソフトウェアや、または、実
行中のソフトウェアのような、コンピュータ関連エンティティを含むことを意図している
。例えば、コンポーネントは、これらに限定されないが、プロセッサ上で動作しているプ
ロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行のスレッド、プログラム、およ
び／または、コンピュータであってもよい。一例として、コンピューティングデバイス上
で動作しているアプリケーションとコンピューティングデバイスの双方をコンポーネント
とすることができる。１つ以上のコンポーネントが、プロセスおよび／または実行のスレ
ッド内に存在することがあり、コンポーネントは、１つのコンピュータ上に局所化されて
いてもよく、および／または、２つ以上のコンピュータ間に分散されていてもよい。加え
て、その上にさまざまなデータ構造を記憶させているさまざまなコンピュータ読取可能媒
体から、これらのコンポーネントは実行できる。コンポーネントは、ローカルシステム中
の、分散システム中の別のコンポーネントと対話する、および／または、インターネット
のようなネットワークを通して、信号によって他のシステムと対話する、１つのコンポー
ネントからのデータのような、１つ以上のデータパケットを有する信号にしたがうような
、ローカルおよび／または遠隔のプロセスによって通信してもよい。
【００３４】
　さらに、ワイヤード端末またはワイヤレス端末とすることができる、端末に関連して、
ここでさまざまな態様を説明する。端末は、システム、デバイス、加入者ユニット、加入
者局、移動局、移動体、移動デバイス、遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、
端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス、または、ユーザ機器（ＵＥ
）と呼ぶこともできる。ワイヤレス端末は、セルラ電話機、衛星電話機、コードレス電話
機、セッション開始プロトコル（“ＳＩＰ”）電話機、ワイヤレスローカルループ（“Ｗ
ＬＬ”）局、パーソナルデジタルアシスタント（“ＰＤＡ”）、ワイヤレス接続能力を有
するハンドヘルドデバイス、コンピューティングデバイス、または、ワイヤレスモデムに
接続されている他の処理デバイスであってもよい。さらに、基地局に関連して、ここでさ
まざまな態様を説明する。基地局は、ワイヤレス端末と通信するために利用されてもよく
、アクセスポイント、ノードＢ、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）、Ｈ（ｅ）ＮＢ、または、他
の何らかの専門用語とも呼ばれてもよい。
【００３５】
　さらに、“または”という文言は、排他的な“または”というよりむしろ、包含的な“
または”を意味することを意図している。すなわち、そうではないと述べられていない限
り、または、文脈から明らかでない限り、“ＸがＡまたはＢを用いる”というフレーズは
、自然な包含的順列のうちのいずれかを意味することを意図している。すなわち、“Ｘが
ＡまたはＢを用いる”というフレーズは、以下の例のうちのいずれのものによっても満た
される：ＸがＡを用いる；ＸがＢを用いる；または、ＸがＡおよびＢの双方とも用いる。
加えて、本願明細書および添付した特許請求の範囲中で使用される冠詞“ａ”および“ａ
ｎ”は、そうではないと述べられていない限り、または、単数形を意図する文脈から明ら
かでない限り、一般的に、“１つ以上”を意味すると解釈すべきである。
【００３６】
　ここで説明する技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ
、および、他のシステムのような、さまざまなワイヤレス通信システムに対して使用して
もよい。“システム”および“ネットワーク”という文言は、区別なく使用されることが
多い。ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０
００等のような、無線技術を実現してもよい。ＵＴＲＡは、ワイドバンドＣＤＭＡ（Ｗ－
ＣＤＭＡ（登録商標））と、ＣＤＭＡの他の変形とを含んでいる。さらに、ｃｄｍａ２０
００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、および、ＩＳ－８５６標準規格をカバーしている
。ＴＤＭＡシステムは、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ
（登録商標））のような、無線技術を実現してもよい。ＯＦＤＭＡシステムは、進化型Ｕ
ＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）や、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）や、ＩＥＥＥ８
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０２．１１（ＷｉＦｉ（登録商標））や、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）や、ＩＥ
ＥＥ８０２．２０や、フラッシュＯＦＤＭ（登録商標）等のような、無線技術を実現して
もよい。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを用いて、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを用い
るＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡと、Ｅ－ＵＴＲＡと、Ｕ
ＭＴＳと、ＬＴＥと、ＧＳＭとは、“第三世代パートナーシッププロジェクト”（３ＧＰ
Ｐ）という名の組織による文書中に記述されている。さらに、ｃｄｍａ２０００とＵＭＢ
は、“第三世代パートナーシッププロジェクト２”（３ＧＰＰ２）という名の組織による
文書中に記述されている。さらに、このようなワイヤレス通信システムは、対でないライ
センスされていないスペクトル、８０２．ｘｘワイヤレスＬＡＮ、ブルートゥース（登録
商標）、および、他の何らかの短距離または長距離のワイヤレス通信技術を使用すること
が多い、ピア・ツー・ピア（例えば、移動体対移動体）アドホックネットワークシステム
をさらに含んでもよい。
【００３７】
　多数のデバイス、コンポーネント、モジュール、および、これらに類似するものを含ん
でもよいシステムの観点から、さまざまな態様または特徴を提示する。さまざまなシステ
ムは、追加のデバイス、コンポーネント、モジュール等を含んでもよく、および／または
、図面に関連して論じるデバイス、コンポーネント、モジュール等のすべてを含まなくて
もよいことを理解し、正しく認識すべきである。これらのアプローチの組み合わせもまた
使用してもよい。
【００３８】
　図１を参照すると、可能性あるアクセスポイント干渉を有する例示的なワイヤレス通信
システム１００が図示されている。システム１００は、ワイヤレスネットワークに対する
アクセスを受信する担当アクセスポイント１０４と、および／または、ワイヤレスネット
ワークの１つ以上のコンポーネントと、通信することができるデバイス１０２を含んでい
る。システム１００は、デバイス１０２が潜在的に干渉する別のアクセスポイント１０６
もまた含むことができる。デバイス１０２は、ＵＥ、モデム（または、他のテザリングさ
れているデバイス）、これらの一部、ならびに／あるいは、これらに類似するものとする
ことができる。アクセスポイント１０４および／または１０６は、それぞれ、マクロセル
アクセスポイント、フェムトセルアクセスポイント（例えば、ホームノードＢまたはホー
ム進化型ノードＢ、ここではまとめてＨ（ｅ）ＮＢと呼ぶ）、ピコセルアクセスポイント
、マイクロセルアクセスポイント、移動体基地局、中継ノード、（例えば、ピア・ツー・
ピアまたはアドホックモードで通信している）デバイス、これらの一部、および／または
、これらに類似するものとすることができる。
【００３９】
　例にしたがうと、担当アクセスポイント１０４は、デバイス１０２と通信するためにデ
バイス１０２に信号を送信でき、（例えば、デバイス１０２がアクセスポイント１０６の
しきい値の地理的な範囲内にある場合に、）デバイス１０２は、担当アクセスポイント１
０４に信号１１０を送信している間、アクセスポイント１０６と潜在的に干渉することが
ある。ここで説明するのは、このような干渉１１２を緩和するためのさまざまな向上であ
る。１つの例では、担当アクセスポイント１０４は、マクロセルアクセスポイント、また
は、計画された配置による別のアクセスポイントとすることができ、アクセスポイント１
０６は、計画されていない配置によるフェムトセル、ピコセル、マイクロセル等のアクセ
スポイントとすることができる。デバイス１０２からアクセスポイント１０６への干渉１
１２は、少なくとも部分的に、アクセスポイント１０６の計画されていない配置の結果、
起こることがある。
【００４０】
　１つの例では、デバイス１０２が、アクセスポイント１０６のしきい値距離内で移動す
るときに、および／または、デバイス１０２が、アクセスポイント１０６に対するしきい
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値レベルの干渉を生じさせるときに、担当アクセスポイント１０４は、デバイス１０２の
ＩＦＨＯを促進するために、デバイス１０２に関するＩＦＨＯハンドオーバしきい値を下
げることができる。この例では、デバイス１０２は、アクセスポイント１０６に関する１
つ以上のパラメータを担当アクセスポイント１０４に通知することができ、担当アクセス
ポイント１０４は、この１つ以上のパラメータから、デバイスに対するＩＦＨＯしきい値
を修正するか否かを見分けることができる。例えば、デバイス１０２が別の周波数にハン
ドオーバされるとき、デバイス１０２は、それに応じて、異なる周波数にわたって通信す
るようになることから、デバイス１０２が、アクセスポイント１０６の通信と干渉しなく
なる可能性がある。
【００４１】
　別の例では、アクセスポイント１０６は、デバイス１０２からのしきい値レベルを超え
る干渉を検出することができ、デバイス１０２のような、アクセスポイント１０６と干渉
しているデバイスが、アクセスポイント１０６にハンドオーバすることができるように、
（例えば、クローズドアクセスモードから）ハイブリッドアクセスモードまたはオープン
アクセスモードに切り替えることができる。この例では、アクセスポイント１０６は、測
定されたノイズレベルに少なくとも部分的に基づいて、干渉を検出でき、デバイス１０２
からの通信をデコード等する（例えば、さらに、デバイス１０２が、担当されているデバ
イスではないと決定する）。さらに別の例では、担当アクセスポイント１０４は、（例え
ば、アクセスポイント１０６に関する１つ以上のパラメータをデバイス１０２から受信し
たことに基づいて、アクセスポイント１０６に対するバックホールリンク１１４を開始す
ることによって、）デバイス１０２からの可能性ある干渉をアクセスポイント１０６に通
知することができる。したがって、ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアクセス
モードに切り替わったときに、デバイス１０２は、担当アクセスポイント１０４からアク
セスポイント１０６にハンドオーバできる。
【００４２】
　さらに、ある例では、デバイス１０２が、アクセスポイント１０６に対するしきい値レ
ベルの干渉を生じさせることがあるときに、担当アクセスポイント１０４は、担当アクセ
スポイント１０４と通信しているデバイス１０２に対するデータレートを限定できる。例
えば、担当アクセスポイント１０４は、デバイス１０２に割り当てられるリソースの数を
少なくすることができる。いずれのケースでも、担当アクセスポイント１０４は、さらに
または代替的に、担当アクセスポイント１０４からのパイロット信号の強度および／また
は品質のデバイス１０２における観測に部分的に基づいて、データレートを下げることが
できる。また、ある例では、しきい値レベルを超える熱による上昇（rise-over-thermal
）（ＲｏＴ）や、しきい値レベルを超えるアップリンク受信信号強度指示（ＲＳＳＩ）や
、担当アクセスポイント１０４から受信した可能性ある干渉の指示等を検出したことに基
づくことができる、１つ以上のデバイスからの干渉を、アクセスポイント１０６は検出で
き、場合によってはデバイス（例えば、デバイス１０２）のＩＦＨＯを生じさせるために
、それにしたがってアクセスポイント１０６の送信電力をブーストすることができる。こ
の例では、デバイス１０２が、干渉またはノイズレベルを担当アクセスポイント１０４に
報告し、担当アクセスポイントが、ＩＦＨＯしきい値を超える干渉またはノイズレベルに
基づいて、別の周波数にあるアクセスポイントへのＩＦＨＯをトリガすることができる。
【００４３】
　別の例では、担当アクセスポイント１０４は、フェムトセルアクセスポイントとするこ
とができ、担当アクセスポイント１０４と通信しているデバイス１０２は、マクロセルア
クセスポイント１０６に対する干渉を生じさせることがある。この例では、担当アクセス
ポイント１０４は、ダウンリンクカバレッジ要件およびダウンリンク送信電力制限に基づ
くだけではなく、デバイス１０２のならびに／あるいは担当アクセスポイント１０４によ
って担当されている他のデバイスのアップリンク性能および干渉にも基づいて、パス損失
エッジターゲットを決定できる。したがって、例えば、アクセスポイント１０６に対して
生じる干渉が担当アクセスポイント１０４に通知されるか、または、そうでなければ、ア
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クセスポイント１０６に対して生じる干渉を担当アクセスポイント１０４が決定した場合
に、担当アクセスポイント１０４は、パス損失エッジターゲットを減少させることができ
、これにより、担当アクセスポイント１０４のカバレッジエリアを修正し、アクセスポイ
ント１０６または１つ以上の他のアクセスポイントにデバイス１０２をハンドオーバさせ
ることができる。
【００４４】
　図２を見ると、アクセスポイントと通信しているデバイスによって生じる干渉を緩和す
るための例示的なワイヤレス通信システム２００が図示されている。説明したように、シ
ステム２００は、ワイヤレスネットワークアクセスを受信する担当アクセスポイント２０
４と通信するデバイス２０２を含む。加えて、システム２００は、担当アクセスポイント
２０４との通信に少なくとも部分的に起因して、デバイスが潜在的に干渉する別のアクセ
スポイント２０６を含むことができる。例えば、担当アクセスポイント２０４の配置は、
担当アクセスポイント２０４、デバイス２０２、または、担当アクセスポイント２０４と
通信している他のデバイスによって生じるか否か等にかかわらず、担当アクセスポイント
２０４の付近にある（示されていない）他のアクセスポイントに対する干渉を結果として
生じさせる。説明したように、例えば、デバイス２０２は、ＵＥ、モデム等とすることが
でき、担当アクセスポイント２０４およびアクセスポイント２０６は、それぞれ、マクロ
セルアクセスポイント、フェムトセルアクセスポイント、ピコセルアクセスポイント、ま
たは、類似するアクセスポイント、Ｈ（ｅ）ＮＢ、移動体基地局、（例えば、ピア・ツー
・ピアまたはアドホックモードで通信する）デバイス、これらの一部、ならびに／あるい
は、これらに類似するものとすることができる。
【００４５】
　デバイス２０２は、１つ以上のアクセスポイントからの信号を受信して解析するための
アクセスポイント測定コンポーネント２０８、および／または、１つ以上のアクセスポイ
ントに信号の測定値を通信するための測定報告コンポーネント２１０をオプション的に含
むことができる。担当アクセスポイント２０４は、１つ以上のデバイスによって生じる潜
在的な干渉のレベルを見分けるための干渉決定コンポーネント２１２と、潜在的な干渉の
レベルに基づいて、１つ以上のデバイスに対するＩＦＨＯしきい値を調節するためのオプ
ション的なＩＦＨＯしきい値修正コンポーネント２１４とを含むことができる。担当アク
セスポイント２０４はまた、潜在的な干渉のレベルに基づいて、１つ以上のデバイスに対
するデータレートを調節するためのデータレート決定コンポーネント２１６、および／ま
たは、調節したデータレートに基づいて、リソース割り振りを修正するためのスケジュー
リングコンポーネント２１８をオプション的に含む。
【００４６】
　例にしたがうと、デバイス２０２は、ワイヤレスネットワークにおけるアクセスを受信
する担当アクセスポイント２０４と通信することができ、干渉決定コンポーネント２１２
は、１つ以上のアクセスポイントに対するデバイス２０２の潜在的な干渉を決定できる。
例えば、アクセスポイント２０６のような特定のアクセスポイントに関して、または、さ
らに一般的には、デバイス２０２に関するパラメータに基づいて、潜在的な干渉を決定で
きる。１つの例では、アクセスポイント測定コンポーネント２０８は、アクセスポイント
２０６のような他のアクセスポイントからの信号を周期的に測定でき、測定報告コンポー
ネント２１０は、担当アクセスポイント２０４に測定値を報告できる。
【００４７】
　例えば、これは、担当アクセスポイント２０４が測定報告を評価して、（例えば、他の
アクセスポイントのうちの１つ以上が、デバイス２０２における担当アクセスポイント２
０４の測定値と比べて改善された信号測定値を有している場合に、）他のアクセスポイン
トのうちの１つ以上にデバイス２０２をハンドオーバするか否かを決定できるように、測
定報告コンポーネント２１０が、他のアクセスポイントへの示されている信号測定値（例
えば、信号対ノイズ比（ＳＮＲ）、総電力Ｉｏに対する受信信号電力Ｅｃｐ、あるいは、
他の信号強度または品質測定値等）の測定報告を構築する、ハンドオーバ手順の一部とす
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ることができる。これは、１つ以上のワイヤレス通信技術における、ハンドオーバまたは
再選択の一部とすることができる。別の例では、アクセスポイント測定コンポーネント２
０８が、タイマーまたは他のイベントにしたがって、担当アクセスポイント２０４からの
要求に基づいて、および／または、これらに類似するものに基づいて、１つ以上のアクセ
スポイントを測定できる。
【００４８】
　ある例では、干渉決定コンポーネント２１２は、デバイス２０２が、アクセスポイント
２０６のような１つ以上のアクセスポイントに対する干渉を潜在的に生じさせるかもしれ
ないことを決定できる。例えば、これは、デバイス２０２から測定報告を受信することと
、干渉を示すためにしきい値レベルを設定できる場合に、アクセスポイント２０６からの
信号の測定値（例えば、ＳＮＲ）がしきい値レベルを超えていること、および／または、
対応するデバイスがほとんど干渉していることを決定することとを含むことができる。し
たがって、この例では、信号測定値に基づくと、デバイス２０２は、アクセスポイント２
０６に対する干渉を生じさせるかもしれないような、または、アクセスポイント２０６に
対する干渉をまさに生じさせ始めようとしているような、アクセスポイント２０６の距離
内にある。別の例では、干渉決定コンポーネント２１２は、アクセスポイント２０６から
（例えば、バックホールリンクを通して）干渉の指示を受信したことに基づいて、デバイ
ス２０２の干渉を決定できる。
【００４９】
　さらに、ある例では、干渉決定コンポーネント２１２は、一般に、担当アクセスポイン
ト２０４からの信号の報告された測定値に少なくとも部分的に基づいて、１つ以上のアク
セスポイントに対するデバイス２０２の潜在的な干渉を検出できる。例えば、これは、チ
ャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）として、または、類似する制御情報として、デバイス
２０２によって、制御チャネルを通して報告できる。したがって、この例では、測定報告
がなくとも干渉を決定できる。信号の報告された測定値（例えば、ＳＮＲ）が、しきい値
レベルを下回っている場合に、これは、デバイス２０２が、担当アクセスポイント２０４
からのパイロット信号を妨害することがある別のアクセスポイントの近くにあることを示
すことができる。
【００５０】
　いずれのケースでも、１つ以上の態様において、いったん、潜在的な干渉が決定される
と、担当アクセスポイント２０４は、アクセスポイント２０６に対するこのような干渉を
緩和しようと試みることができる。１つの例では、ＩＦＨＯしきい値修正コンポーネント
２１４が、デバイス２０２に周波数間ハンドオーバを実行させるために、潜在的な干渉に
基づいて、デバイス２０２に対するＩＦＨＯしきい値を調節できる。説明したように、担
当アクセスポイント２０４は、デバイス２０２によって報告された担当アクセスポイント
２０４の測定値（例えば、ＳＮＲ）が、しきい値レベル（例えば、マクロセルアクセスポ
イントに対して、－１６デシベル（ｄＢ））よりも小さい場合に、デバイスのＩＦＨＯの
実行を促進するために、デバイスに対するＩＦＨＯしきい値を定めることができる。デバ
イスは、それにしたがって、１つ以上のタイマーに基づいて周期的に、１つ以上のイベン
トに基づいて、および／または、これらに類似するものに基づいて、測定報告により信号
測定値を報告できる。
【００５１】
　したがって、（例えば、測定報告中等で受信したアクセスポイント２０６のＳＮＲまた
は類似するメトリックがしきい値レベルを超えていると決定したことに基づいて、）干渉
決定コンポーネント２１２が、アクセスポイント２０６に対するデバイス２０２の潜在的
な干渉を決定した場合に、ＩＦＨＯしきい値修正コンポーネント２１４は、デバイス２０
２に対するＩＦＨＯしきい値を減少させることができる。デバイス２０２がアクセスポイ
ント２０６に近づいている場合に、アクセスポイント２０６から追加のノイズを受信する
ため、担当アクセスポイント２０４に対する、デバイスの報告される信号測定値が減少す
ることがある。したがって、ＩＦＨＯしきい値の減少は、デバイス２０２に、ＩＦＨＯを
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より早く実行させることができる。いったん、ＩＦＨＯが実行されると、デバイス２０２
は別の周波数上にあるため、デバイス２０２は、もはや、アクセスポイント２０６と干渉
しない（および／または、デバイス２０２が隣接する周波数にハンドオーバされるケース
では、干渉を少なくすることができる）。ＩＦＨＯしきい値修正コンポーネント２１４は
、潜在的な干渉にしたがって、ＩＦＨＯしきい値を固定値で調節できる（例えば、アクセ
スポイント２０６の報告された信号測定値に少なくとも部分的に基づいて、調節値を決定
できる）こと等を正しく認識すべきである。
【００５２】
　別の例では、アクセスポイント２０６のような１つ以上のアクセスポイントに対するデ
バイス２０２の潜在的な干渉を決定したときに、担当アクセスポイント２０４は、干渉の
発生を緩和するために、デバイス２０２に対するデータレートを限定できる。この例では
、干渉を決定したことに基づいて、データレート決定コンポーネント２１６が、最大許容
データレートのような、デバイス２０２に対するデータレートを減少させることができる
。１つの例では、これは、データレートの限定に基づいて、デバイス２０２に対するリソ
ース割り振りを修正するスケジューリングコンポーネント２１８を含むことができる。同
様に、ＩＦＨＯしきい値と同じように、決定された潜在的な干渉の関数および／またはこ
れに類似するもののような、固定値で、データレートを調節できる。加えて、データレー
ト決定コンポーネント２１６は、干渉のおそれがなくなったとき（例えば、アクセスポイ
ント２０６または他のアクセスポイントの報告された信号測定値が、しきい値レベルより
下に減少したとき等）に、データレートを増加させることができる。
【００５３】
　図３を参照すると、別のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干
渉を緩和するための例示的なワイヤレス通信システム３００が図示されている。システム
３００は、ワイヤレスネットワークに対するアクセスを受信する担当アクセスポイント３
０４と通信するデバイス３０２を含む。システム３００はまた、アクセスポイント３０４
に信号を送信している間、デバイス３０２が潜在的に干渉することがあるアクセスポイン
ト３０６も含む（これは、アクセスポイント３０６と通信しているデバイスとの干渉も含
むことがある）。この点について、例えば、担当アクセスポイント３０４および／または
アクセスポイント３０６は、互いの付近内に配置されていることがある。説明したように
、デバイス３０２は、ＵＥ、モデム等とすることができ、担当アクセスポイント３０４お
よび／またはアクセスポイント３０６は、それぞれ、マクロセル、フェムトセル、または
、ピコセルのアクセスポイント等とすることができる。
【００５４】
　アクセスポイント３０６は、１つ以上のデバイスがアクセスポイント３０６からの通信
と潜在的に干渉することを決定するための干渉検出コンポーネント３０８、潜在的な干渉
に基づいて、アクセスポイント３０６のアクセスモードを修正するためのオプション的な
アクセスモードコンポーネント３１０、および／または、潜在的な干渉に基づいて、アク
セスポイント３０６のダウンリンク送信電力を調節するためのオプション的なダウンリン
ク送信電力コンポーネント３１２を含む。
【００５５】
　例にしたがって、デバイス３０２は、ワイヤレスネットワークアクセスを受信する担当
アクセスポイント３０４と通信することができ、担当アクセスポイント３０４と通信して
いるときにアクセスポイント３０６と干渉することがある。例えば、デバイス３０２は、
マクロセルアクセスポイントとすることができる担当アクセスポイント３０４と通信して
いる間、フェムトセルアクセスポイントとすることができるアクセスポイント３０６の近
くにあることがある。しかしながら、アクセスポイント３０６は、閉じられた加入者グル
ープ（ＣＳＧ）のメンバーデバイスに対してまたはデバイス３０２がメンバーではない他
の制限されたアソシエーションに対してアクセスを提供するクローズドアクセスモードで
、アドバタイズまたは動作することができる。例えば、干渉検出コンポーネント３０８は
、担当アクセスポイント３０４に向けられているデバイス３０２からの信号を受信したこ
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とや、（例えば、図２を参照して説明したように、担当アクセスポイント３０４が潜在的
な干渉を決定したことに基づいて、）担当アクセスポイント３０４に対するバックホール
リンクを通して、担当アクセスポイント３０４から干渉または潜在的な干渉の通知を受信
したことや、および／または、これらに類似することに少なくとも部分的に基づいて、メ
ンバーでないデバイスであるデバイス３０２からの干渉を決定できる。別の例では、干渉
検出コンポーネント３０８は、総ワイドバンド電力測定値、ＲｏＴ測定値、セル外（out 
-of-cell）干渉測定値（例えば、ノイズレベルＮｏに対する総電力レベルＩｏＣの測定）
、ならびに／あるいは、これらに類似するものに基づいて、干渉および／または干渉のレ
ベルを決定できる。
【００５６】
　１つの例では、デバイス３０２からの干渉を検出したときに、および／または、しきい
値レベルを超える干渉を検出したときに、アクセスモードコンポーネント３１０は、メン
バーでない干渉デバイス３０２がアクセスポイント３０６と通信できるように、ハイブリ
ッドアクセスモードまたはオープンアクセスモードをアドバタイズすることを決定できる
。この例では、デバイス３０２は、（例えば、アクセスポイント３０６によって送信され
るシステム情報ブロック中で、）ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアクセスモ
ードをアドバタイズする、アクセスポイント３０６からの信号を検出でき、アクセスポイ
ント３０６がハイブリッドアクセスモードまたはオープンアクセスモードにあるという決
定に基づいて、ハンドオーバに対する測定報告中にアクセスポイント３０６を含めること
ができる。担当アクセスポイント３０４は、その後、測定報告を受信し、アクセスポイン
ト３０６に対する報告された無線条件が担当アクセスポイント３０４の無線条件に比べて
改善されていると決定したときに、デバイス３０２をアクセスポイント３０６にハンドオ
ーバすることができる。したがって、デバイス３０２は、アクセスポイント３０６と干渉
する代わりに、アクセスポイント３０６と通信できる。加えて、いったん、デバイス３０
２が、アクセスポイント３０６から別のアクセスポイントにハンドオーバされるか、また
は、アクセスポイント３０６におけるデバイス３０２との通信がそうではない方法で終わ
ると、１つの例では、アクセスモードコンポーネント３１０は、クローズドアクセスモー
ドに戻るように切り替えることができる。
【００５７】
　別の例では、検出された干渉および／または干渉のレベルに基づいて、ダウンリンク送
信電力コンポーネント３１２が、アクセスポイント３０６のダウンリンク送信電力を修正
できる。例えば、アクセスポイント３０６のダウンリンク送信電力を増加またはブースト
することによって、デバイス３０２が、より低い信号対干渉比を担当アクセスポイント３
０４に報告することがある。その理由は、アクセスポイント３０６によって生じるデバイ
ス３０２に対する干渉が、増加しているからである。したがって、上述したように、この
ことは、その比がしきい値レベルを下回っている場合に、担当アクセスポイント３０４に
、デバイス３０２のＩＦＨＯを開始させることができ、その場合には、デバイス３０２は
もはやアクセスポイント３０６と干渉することはない。
【００５８】
　例えば、ダウンリンク送信電力コンポーネント３１２は、電力ブースティングパターン
にしたがって、ダウンリンク送信電力をブーストすることができる。電力のブーストは、
Ｎバーストからなる１つ以上のクラスタにグループ分けすることができ、ここで、Ｎは、
正の整数であり、各バーストは、関係する時間期間を有することができる。各バーストに
対して、ダウンリンク送信電力コンポーネント３１２は、ダウンリンク送信電力をインク
リメントすることができる。例えば、いったん、ダウンリンク送信電力コンポーネント３
１２が、Ｎバーストに達すると、ダウンリンク送信電力コンポーネント３１２は、１つ以
上の隣接アクセスポイントに対する干渉が生じないように、別の時間期間の間、ダウンリ
ンク送信電力のブースティングを止めることができる。さらに、例えば、ダウンリンク送
信電力コンポーネント３１２は、デバイス３０２に対する制御チャネルのダウンリンク送
信電力、データチャネルのダウンリンク送信電力、および／または、これらに類似するも
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のをブーストすることができる。加えて、他のアクセスポイントと通信している他のデバ
イスに対して生じるバースト的な干渉を緩和するように、時間期間および電力ブースティ
ング値を選択できる。いったん、干渉がデバイス３０２からもはや検出されなくなる（例
えば、デバイス３０２がＩＦＨＯを実行して、現在は異なる周波数上で動作している）と
、ダウンリンク送信電力コンポーネント３１２は、元々のダウンリンク送信電力に戻るこ
とができる。
【００５９】
　図４は、総ダウンリンク送信電力を経時的に示している例示的なダウンリンク送信電力
ブースティングパターンのグラフ４００を図示している。説明したように、ブーストした
ダウンリンク送信電力に基づくさらに高いノイズレベルを、干渉しているデバイスが決定
したことに基づいて、そのデバイスに対するＩＦＨＯを実行させようとして、干渉を検出
したときに、アクセスポイントに対するダウンリンク送信電力をブーストすることができ
る。アクセスポイントに対する元々の電力レベルは、４０２におけるものであるとするこ
とができる。上述したように、１つ以上のデバイスからの干渉を検出したときに、時間期
間４０４の間、ダウンリンク送信電力をレベル４０６にブーストすることができる。説明
したように、この点について、ダウンリンク送信電力をブーストすることは、干渉デバイ
スに、そのデバイスに対するＩＦＨＯを生じさせることができる担当基地局に対して、追
加のノイズを報告させることができる。アクセスポイントは、時間期間４０８の間、ダウ
ンリンク送信電力を元々のレベル４０２に下げることができる。しかしながら、時間期間
４０８の後に、デバイスが依然として干渉している場合には、アクセスポイントは、干渉
しているデバイスに対してＩＦＨＯを生じさせようとして、４１０の差分だけダウンリン
ク送信電力をブーストして、レベル４１２にすることができ、そして、バーストのクラス
タ中の最後のバースト４１４までブーストすることができる。その後、隣接セルデバイス
に対するダウンリンク干渉を生じさせないように、拡張された時間期間４１６の間、デバ
イスは、元々の電力レベル４０２に戻ることができる。その後、時間期間４１６の後に、
依然として干渉が存在する場合には、干渉が静まるまで、上述したように、別のクラスタ
のダウンリンク送信電力ブースト（または、その一部）が発生することがある。
【００６０】
　図５を参照すると、デバイスが、１つ以上のアクセスポイントと干渉しないようにする
ための例示的なワイヤレス通信システム５００が図示されている。システム５００は、ワ
イヤレスネットワークに対するアクセスを受信する担当アクセスポイント５０４と通信す
るデバイス５０２を含む。説明したように、例えば、デバイス５０２は、担当アクセスポ
イント５０４に信号を送信している間、アクセスポイント５０６と潜在的に干渉すること
があり（これは、アクセスポイント５０６と通信しているデバイスとの干渉を含むことが
ある）、および／または、逆もまた同じである。この点について、例えば、アクセスポイ
ント５０４および／または５０６は、互いの付近内に配置されていることがある。説明し
たように、デバイス５０２は、ＵＥ、モデム等とすることができ、アクセスポイント５０
４および／または５０６は、それぞれ、マクロセル、フェムトセル、または、ピコセルの
アクセスポイント等とすることができる。
【００６１】
　担当アクセスポイント５０４は、１つ以上のデバイスが、１つ以上の他のアクセスポイ
ントに対する干渉を生じさせるかもしれない、または、生じさせていることを決定するた
めの干渉決定コンポーネント５０８と、担当アクセスポイント５０４のパス損失エッジタ
ーゲットを修正して、干渉を緩和するためのパス損失エッジターゲット調節コンポーネン
ト５１０とを含むことができる。パス損失エッジターゲットは、担当アクセスポイント５
０４のカバレッジのエッジにおいて経験される所望のパス損失に関するものとすることが
できる。したがって、パス損失エッジターゲットを調節することにより、事実上、担当ア
クセスポイント５０４のカバレッジを調節することができる。例えば、担当アクセスポイ
ント５０４と通信している１つ以上のデバイスによって報告されたような、エッジにおけ
るターゲットパス損失を達成するために、パス損失エッジターゲットから、担当アクセス
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ポイント５０４に対する送信電力を計算できる。
【００６２】
　例にしたがうと、説明したように、デバイス５０２は、担当アクセスポイント５０４に
信号を送信しているときに、アクセスポイント５０６に対する干渉を生じさせることがあ
る。上述したように、例えば、干渉決定コンポーネント５０８は、（例えば、ハンドオー
バに対する測定報告中で）デバイス５０２から受信したアクセスポイント５０６の測定値
や、担当アクセスポイント５０４によるパイロット送信のデバイス５０２において決定さ
れたＳＮＲ、および／または、これらに類似するものに基づいて、干渉を決定できる。加
えて、説明したように、アクセスポイント５０６は、バックホールリンクを通して、デバ
イス５０２からの干渉を担当アクセスポイント５０４に通知できる。
【００６３】
　デバイス５０２のような１つ以上のデバイスによって生じる、アクセスポイント５０６
のような１つ以上のアクセスポイントに対する干渉を、干渉決定コンポーネント５０８が
決定したときに、パス損失エッジターゲット調節コンポーネント５１０は、担当アクセス
ポイント５０４のカバレッジエリアを減少させるために、パス損失エッジターゲットを修
正できる。１つの例では、パス損失エッジターゲット調節コンポーネント５１０は、ダウ
ンリンクカバレッジ要件およびダウンリンク送信電力制限にさらに部分的に基づいて、担
当アクセスポイント５０４の初期化時に、パス損失エッジターゲットを修正できる。例え
ば、説明したように、決定した干渉のレベルの関数として、パス損失エッジターゲットを
減少させて、担当アクセスポイント５０４のカバレッジエリアを縮小させることができる
。これは、そうでなければ担当アクセスポイント５０４と通信するだろうデバイス５０２
に、別のアクセスポイントと通信させることができ、デバイスは、それにしたがって、ア
クセスポイント５０６に対する干渉を緩和してもよい。
【００６４】
　図６～９を参照すると、ワイヤレス通信中で干渉を緩和するための例示的な方法が説明
されている。説明を簡単にする目的のために、一連の動作として方法を示し説明している
が、いくつかの動作は、１つ以上の実施形態にしたがって、ここで示し説明しているもの
とは異なる順序で、および／または、他の動作と同時に、起こることがあるので、方法は
、動作の順序によって限定されないことを理解し、正しく認識すべきである。例えば、状
態図のような、一連の相互に関連する状態またはイベントとして、代替的に方法を表すこ
とができることを正しく認識すべきである。さらに、１つ以上の実施形態にしたがって、
方法を実現するために、示されているすべての動作が必要とされなくてもよい。
【００６５】
　図６を参照すると、ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するための例示的な方法６
００が説明されている。６０２において、担当されているデバイスが１つ以上のアクセス
ポイントに潜在的に干渉することを決定できる。説明したように、これは、担当されてい
るデバイスからの１つ以上のアクセスポイントの測定値や、デバイスによって報告された
パイロットＳＮＲ測定値、バックホール接続を通しての１つ以上のアクセスポイントから
の干渉の受信した指示、および／または、これらに類似するものに、少なくとも部分的に
基づいて、決定できる。６０４において、決定に少なくとも部分的に基づいて、担当され
ているデバイスに対するＩＦＨＯしきい値またはデータレートを調節できる。したがって
、例えば、ＩＦＨＯしきい値を減少させることは、デバイスからのさらなる干渉を緩和す
るために、デバイスに、ＩＦＨＯを実行させる可能性がある。データレートの修正は、デ
バイスに対するリソース割り振りを少なくすることによって、デバイスからの干渉の発生
を緩和することができる。
【００６６】
　図７を見ると、アクセスモードを切り替えて、干渉を緩和する例示的な方法７００が示
されている。７０２において、メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセ
スモードを動作できる。例えば、クローズドアクセスモードは、ＣＳＧ中のデバイスに、
制限されたアクセスを提供できる。７０４において、１つ以上のアクセスポイントによっ
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て担当されている１つ以上のメンバーでないデバイスからの干渉を検出できる。例えば、
１つ以上のアクセスポイントに向けられている１つ以上のメンバーでないデバイスからの
信号を受信することによって、干渉を検出できる。別の例では、１つ以上のアクセスポイ
ントが、干渉を知らせることができる。７０６において、検出した干渉に基づいて、１つ
以上のメンバーでないデバイスとの通信が可能になるように、ハイブリッドアクセスモー
ドまたはオープンアクセスモードに切り替えることができる。したがって、１つ以上のア
クセスポイントからデバイスをハンドオーバできるようにすることによって、干渉を緩和
できる。
【００６７】
　図８を参照すると、送信電力をブーストして１つ以上のデバイスからの干渉を緩和する
例示的な方法８００が説明されている。８０２において、１つ以上のアクセスポイントと
通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出できる。例えば、１つ以上のデバイス
から受信した測定値、１つ以上のデバイスからの報告されたパイロットＳＮＲ、１つ以上
のアクセスポイントとのバックホール接続を通して受信した干渉の指示、および／または
、これらに類似するものに、少なくとも部分的に基づいて、干渉を検出できる。８０４に
おいて、干渉の検出に基づいて、経時的なブースティングパターンにしたがって、ダウン
リンク送信電力を増加させることができる。説明したように、ブースティングパターンは
、１つ以上のデバイスからの干渉がもはや検出されなくなるまで、１つ以上のブーストク
ラスタにわたって電力のブースティングをエスカレートさせる、予め規定された、または
、ハードコード化され、コンフィギュレーションされる等したパターンとすることができ
る。
【００６８】
　図９を見ると、潜在的な干渉を決定したことに基づいて、カバレッジエリアを修正する
ための例示的な方法９００が描写されている。９０２において、担当されているデバイス
が１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定できる。例えば、説明した
ように、これは、担当されているデバイスからの１つ以上のアクセスポイントの測定値、
１つ以上のアクセスポイントから受信した干渉の指示、および／または、これらに類似す
るものに、少なくとも部分的に基づいて、決定できる。９０４において、決定に少なくと
も部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調節できる。したがって、パス損失エ
ッジターゲットを調節したことに基づいて、カバレッジは、より小さくなることがある。
例えば、これは、初期化時に実行することができ、したがって、より小さなカバレッジエ
リアに基づいて、潜在的な干渉が緩和される。その理由は、潜在的に干渉しているデバイ
スが、代わりに、１つ以上のアクセスポイントに接続することができるからである。
【００６９】
　説明したように、ここで説明した１つ以上の態様にしたがって、干渉を決定または検出
すること、ＩＦＨＯしきい値調節を、アクセスモードを切り替えるか否かを、ダウンリン
ク送信電力のブースティングを、パス損失エッジターゲット等を決定すること、および／
または、これらに類似することに関して、推測を行うことができる。ここで使用するよう
な、“推測する”または“推測”という用語は、一般的に、イベントおよび／またはデー
タを通して捕捉されるような１組の観測から、システム、環境、および／または、ユーザ
の状態について推理あるいは推測するプロセスのことを指す。推測は、特定の状況または
アクションを識別するために用いることができ、あるいは、例えば、状態に対する確率分
布を発生させることができる。推測は、確率論的なものである－すなわち、データおよび
イベントの考察に基づいての、対象の状態に対する確率分布の計算とすることができる。
推測はまた、１組のイベントおよび／またはデータから、より高いレベルのイベントを構
成するために用いられる技法のことを指すこともある。このような推測は、イベントが時
間的に近いところで相関しているか否かにかかわらず、ならびに、イベントおよびデータ
が、１つまたはいくつかの、イベントならびにデータソースから到来したか否かにかかわ
らず、１組の観測されたイベントおよび／または記憶されたイベントデータからの、新し
いイベントまたはアクションの構築を結果として生じさせる。
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【００７０】
　図１０は、ワイヤレス通信を使用する１つ以上のデバイスとの通信を促進するシステム
１０００の例である。システム１０００は、実質的に何らかの基地局（例えば、フェムト
セル、ピコセル等のような小型基地局、移動体基地局．．．）、中継器等とすることがで
きる基地局１００２を含み、基地局１００２は、複数の受信アンテナ１００６（説明する
ように、例えば、これは、複数のネットワーク技術からなることができる）を通して１つ
以上の移動デバイス１００４から信号を受信する受信機１０１０と、複数の送信アンテナ
１００８（説明するように、例えば、これは、複数のネットワーク技術からなることがで
きる）を通して１つ以上の移動デバイス１００４に送信する送信機１０３６とを有する。
加えて、１つの例では、送信機１０３６は、ワイヤードフロントリンクを通して移動デバ
イス１００４に送信できる。受信機１０１０は、１つ以上の受信アンテナ１００６から情
報を受け取ることができ、受け取った情報を復調する復調器１０１２と動作可能に関係付
けられている。加えて、ある例では、受信機１０１０は、ワイヤードバックホールリンク
から受信することができる。復調されたシンボルは、プロセッサ１０１４によって解析さ
れる。例えば、プロセッサ１０１４は、受信機１０１０が受け取った情報を解析するのに
、および／または、送信機１００８による送信のための情報を発生させるのに専用のプロ
セッサ、基地局１００２の１つ以上のコンポーネントを制御するプロセッサ、ならびに／
あるいは、受信機１０１０によって受け取った情報を解析し、送信機１００８による送信
のための情報を発生させ、基地局１００２の１つ以上のコンポーネントを制御等するプロ
セッサとすることができる。
【００７１】
　加えて、プロセッサ１０１０は、メモリ１０１６に結合でき、メモリ１０１６は、信号
（例えば、パイロット）強度および／または干渉強度の推定に関する情報、移動デバイス
１０１４（または（示されていない）異なる基地局）に送信されることになるまたは移動
デバイス１０１４（または（示されていない）異なる基地局）から受信することになるデ
ータ、ならびに／あるいは、決定した干渉、ＩＦＨＯしきい値、データレート等のような
、ここで述べたさまざまなアクションならびに機能を実行することに関する、他の何らか
の適切な情報を記憶する。
【００７２】
　メモリ１０１６またはここで説明する他のデータ記憶装置は、揮発性メモリまたは不揮
発性メモリのいずれかとすることができ、あるいは、揮発性メモリと不揮発性メモリの双
方を含むことができることが正しく認識されるだろう。一例として、不揮発性メモリは、
これらに限定されないが、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、プログラム可能なＲＯＭ（
ＰＲＯＭ）、電気的にプログラム可能なＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的に消去可能なＰＲ
ＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、または、フラッシュメモリを含むことができる。揮
発性メモリは、外部キャッシュメモリとして動作するランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
を含むことができる。一例として、これらに限定されないが、同期ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、
ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＳ
ＤＲＡＭ（ＤＤＲ ＳＤＲＡＭ）、向上されたＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、同期リンク
ＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、および、ダイレクトラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）のような
、多くの形態で、ＲＡＭは利用可能である。主題的なシステムおよび方法のメモリ１０１
６は、これらに限定されないが、これらのメモリと他の何らかの適切なタイプのメモリと
を含むように意図されている。
【００７３】
　プロセッサ１０１４は、さらに、干渉決定コンポーネント２１２および／または５０８
に類似することができる干渉決定コンポーネント１０１８に、ＩＦＨＯしきい値修正コン
ポーネント２１４に類似することができるＩＦＨＯしきい値修正コンポーネント１０２０
に、データレート決定コンポーネント２１６に類似することができるデータレート決定コ
ンポーネント１０２２に、ならびに／あるいは、スケジューリングコンポーネント２１８
に類似することができるスケジューリングコンポーネント１０２４に、オプション的に結
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合されている。プロセッサ１０１４は、さらに、干渉検出コンポーネント３０８に類似す
ることができる干渉検出コンポーネント１０２６に、アクセスモードコンポーネント３１
０に類似することができるアクセスモードコンポーネント１０２８に、ダウンリンク送信
電力コンポーネント３１２に類似することができるダウンリンク送信電力コンポーネント
１０３０に、ならびに／あるいは、パス損失エッジターゲット調節コンポーネント５１０
に類似することができるパス損失エッジターゲット調節コンポーネント１０３２に、オプ
ション的に結合され得る。
【００７４】
　さらに、例えば、プロセッサ１０１４は、変調器１０３４を使用して、送信されること
になる信号を変調し、送信機１０３６を使用して、変調した信号を送信できる。送信機１
０３６は、Ｔｘアンテナ１００８を通して移動デバイス１００４に信号を送信できる。さ
らに、プロセッサ１０１４とは別のものであるとして描写されているが、干渉決定コンポ
ーネント１０１８、ＩＦＨＯしきい値修正コンポーネント１０２０、データレート決定コ
ンポーネント１０２２、スケジューリングコンポーネント１０２４、干渉検出コンポーネ
ント１０２６、アクセスモードコンポーネント１０２８、ダウンリンク送信電力コンポー
ネント１０３０、パス損失エッジターゲット調節コンポーネント１０３２、復調器１０１
２、および／または、変調器１０３４は、プロセッサ１０１４あるいは（示されていない
）複数のプロセッサの一部とすることができ、または、プロセッサ１０１４による実行の
ためにメモリ１０１６中に命令として記憶できることを正しく認識すべきである。
【００７５】
　図１１を参照すると、図示されているのは、１つ以上の担当されているデバイスによっ
て生じる干渉を緩和するシステム１１００である。例えば、システム１１００は、アクセ
スポイント等の内に少なくとも部分的に存在できる。プロセッサ、ソフトウェア、または
、これらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実現される機能を表す機能的
ブロックとすることができる機能的ブロックを含むものとして、システム１１００が表さ
れていることを正しく認識すべきである。システム１１００は、共に動作できる電気的コ
ンポーネントの論理グルーピング１１０２を含む。例えば、論理グルーピング１１０２は
、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定
するための電気的コンポーネント１１０４を含むことができる。説明したように、例えば
、これは、担当されているデバイスから受信した１つ以上のアクセスポイントの測定値、
担当されているデバイスによって報告された決定されたパイロットＳＮＲ、１つ以上のア
クセスポイントからの指示等に基づいて、決定できる。
【００７６】
　さらに、論理グルーピング１１０２は、決定に少なくとも部分的に基づいて、担当され
ているデバイスに対するＩＦＨＯしきい値またはデータレートを調節するための電気的コ
ンポーネント１１０６を含むことができる。したがって、例えば説明したように、担当さ
れているデバイスの決定された干渉に基づいて、担当されているデバイスが、いったん、
１つ以上のアクセスポイントからのより低いしきい値レベルの干渉を経験すると、担当さ
れているデバイスを別の周波数にハンドオーバするのを促進するために、ＩＦＨＯしきい
値を下げることができ、および／または、担当されているデバイスに対する送信機会を少
なくするのを促進するために、担当されているデバイスに対するデータレートを下げるこ
とができる。上述したように、例えば、電気的コンポーネント１１０４は、干渉決定コン
ポーネント２１２を含むことができる。加えて、上述したように、例えば、電気的コンポ
ーネント１１０６は、ある態様では、ＩＦＨＯしきい値修正コンポーネント２１４および
／またはデータレート決定コンポーネント２１６を含むことができる。
【００７７】
　さらに、システム１１００は、電気的コンポーネント１１０４および１１０６に関係付
けられている機能を実行するための命令を保持するメモリ１１０８を含むことができる。
メモリ１１０８の外部にあるものとして示されているが、電気的コンポーネント１１０４
および１１０６のうちの１つ以上がメモリ１１０８内に存在できることを理解すべきであ
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る。１つの例では、電気的コンポーネント１１０４および１１０６は、少なくとも１つの
プロセッサを含むことができ、または、各電気的コンポーネント１１０４および１１０６
は、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュールとすることができる。さらに、追
加の例または代替的な例では、電気的コンポーネント１１０４および１１０６は、コンピ
ュータ読取可能媒体を具備するコンピュータプログラムプロダクトとすることができ、こ
こで、各電気的コンポーネント１１０４および１１０６は、対応するコードとすることが
できる。
【００７８】
　図１２を参照すると、図示されているのは、１つ以上のデバイスからの干渉を検出した
ことに基づいて、アクセスモードを切り替えるシステム１２００である。例えば、システ
ム１２００は、アクセスポイント等の内に少なくとも部分的に存在できる。プロセッサ、
ソフトウェア、または、これらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実現さ
れる機能を表す機能的ブロックとすることができる機能的ブロックを含むものとして、シ
ステム１２００が表されていることを正しく認識すべきである。システム１２００は、共
に動作できる電気的コンポーネントの論理グルーピング１２０２を含む。例えば、論理グ
ルーピング１２０２は、メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモー
ドで動作し、検出した干渉に基づいて、ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアク
セスモードに切り替えるための電気的コンポーネント１２０４を含むことができる。説明
したように、例えば、これは、干渉しているデバイスを、それに対する干渉を緩和するシ
ステム１２００に接続することを可能にする。
【００７９】
　さらに、論理グルーピング１２０２は、１つ以上のアクセスポイントによって担当され
ている１つ以上のメンバーでないデバイスからの干渉を検出するための電気的コンポーネ
ント１２０６を含むことができる。例えば説明したように、干渉の検出は、１つ以上のメ
ンバーでないデバイスから受信した、１つ以上のアクセスポイントに向けられている信号
を観測すること、１つ以上のアクセスポイントから潜在的な干渉の指示を受信すること、
および／または、これらに類似することに、少なくとも部分的に基づくことができる。上
述したように、例えば、電気的コンポーネント１２０４は、干渉検出コンポーネント３０
８を含むことができる。加えて、上述したように、例えば、電気的コンポーネント１２０
６は、ある態様では、アクセスモードコンポーネント３１０を含むことができる。
【００８０】
　さらに、システム１２００は、電気的コンポーネント１２０４および１２０６に関係付
けられている機能を実行するための命令を保持するメモリ１２０８を含むことができる。
メモリ１２０８の外部にあるものとして示されているが、電気的コンポーネント１２０４
および１２０６のうちの１つ以上がメモリ１２０８内に存在できることを理解すべきであ
る。１つの例では、電気的コンポーネント１２０４および１２０６は、少なくとも１つの
プロセッサを含むことができ、または、各電気的コンポーネント１２０４および１２０６
は、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュールとすることができる。さらに、追
加の例または代替的な例では、電気的コンポーネント１２０４および１２０６は、コンピ
ュータ読取可能媒体を具備するコンピュータプログラムプロダクトとすることができ、こ
こで、各電気的コンポーネント１２０４および１２０６は、対応するコードとすることが
できる。
【００８１】
　図１３を参照すると、図示されているのは、干渉しているデバイスに対するＩＦＨＯハ
ンドオーバを生じさせようとするためのシステム１３００である。例えば、システム１３
００は、アクセスポイント等の内に少なくとも部分的に存在できる。プロセッサ、ソフト
ウェア、または、これらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実現される機
能を表す機能的ブロックとすることができる機能的ブロックを含むものとして、システム
１３００が表されていることを正しく認識すべきである。システム１３００は、共に動作
できる電気的コンポーネントの論理グルーピング１３０２を含む。例えば、論理グルーピ
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ング１３０２は、１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの
干渉を検出するための電気的コンポーネント１３０４を含むことができる。例えば説明し
たように、干渉の検出は、１つ以上のメンバーでないデバイスから受信した、１つ以上の
アクセスポイントに向けられている信号を観測すること、１つ以上のアクセスポイントか
ら潜在的な干渉の指示を受信すること、および／または、これらに類似することに、少な
くとも部分的に基づくことができる。
【００８２】
　さらに、論理グルーピング１３０２は、干渉の検出に基づいて、経時的なブースティン
グパターンにしたがって、ダウンリンク送信電力を増加させるための電気的コンポーネン
ト１３０６を含むことができる。したがって、例えば説明したように、干渉がもはや存在
しなくなるまで（例えば、ダウンリンク送信電力ブースティングによってデバイスにもた
らされた干渉に基づいて、そのデバイスに対してＩＦＨＯが実行されるまで）、１つ以上
のクラスタ中で、時間間隔にわたって、１つ以上の値によってダウンリンク送信電力がブ
ーストされる。上述したように、例えば、電気的コンポーネント１３０４は、干渉検出コ
ンポーネント３０８を含むことができる。加えて、上述したように、例えば、電気的コン
ポーネント１３０６は、ある態様では、ダウンリンク送信電力コンポーネント３１２を含
むことができる。
【００８３】
　さらに、システム１３００は、電気的コンポーネント１３０４および１３０６に関係付
けられている機能を実行するための命令を保持するメモリ１３０８を含むことができる。
メモリモ１３０８の外部にあるものとして示されているが、電気的コンポーネント１３０
４および１３０６のうちの１つ以上がメモリ１３０８内に存在できることを理解すべきで
ある。１つの例では、電気的コンポーネント１３０４および１３０６は、少なくとも１つ
のプロセッサを含むことができ、または、各電気的コンポーネント１３０４および１３０
６は、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュールとすることができる。さらに、
追加の例または代替的な例では、電気的コンポーネント１３０４および１３０６は、コン
ピュータ読取可能媒体を具備するコンピュータプログラムプロダクトとすることができ、
ここで、各電気的コンポーネント１３０４および１３０６は、対応するコードとすること
ができる。
【００８４】
　図１４を参照すると、図示されているのは、決定した潜在的な干渉に基づいて、アクセ
スポイントに対するカバレッジエリアを決定するためのシステム１４００である。例えば
、システム１４００は、アクセスポイント等の内に少なくとも部分的に存在できる。プロ
セッサ、ソフトウェア、または、これらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によっ
て実現される機能を表す機能的ブロックとすることができる機能的ブロックを含むものと
して、システム１４００が表されていることを正しく認識すべきである。システム１４０
０は、共に動作できる電気的コンポーネントの論理グルーピング１４０２を含む。例えば
、論理グルーピング１４０２は、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイント
と潜在的に干渉することを決定するための電気的コンポーネント１４０４を含むことがで
きる。説明したように、例えば、これは、担当されているデバイスから受信した１つ以上
のアクセスポイントの測定値、担当されているデバイスによって報告された決定されたパ
イロットＳＮＲ、１つ以上のアクセスポイントからの指示等に基づいて、決定できる。
【００８５】
　さらに、論理グルーピング１４０２は、決定に少なくとも部分的に基づいて、パス損失
エッジターゲットを調節するための電気的コンポーネント１４０６を含むことができる。
したがって、パス損失エッジターゲットに基づいて、実効カバレッジエリアが修正され、
それ以外のものと接続しただろうデバイスが、１つ以上のアクセスポイントと接続でき、
そのため、１つ以上のアクセスポイントに対する干渉を生じさせないことから、潜在的な
干渉を緩和できる。上述したように、例えば、電気的コンポーネント１４０４は、干渉決
定コンポーネント５０８を含むことができる。加えて、上述したように、例えば、電気的
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コンポーネント１４０６は、ある態様では、パス損失エッジターゲット調節コンポーネン
ト５１０を含むことができる。
【００８６】
　さらに、システム１４００は、電気的コンポーネント１４０４および１４０６に関係付
けられている機能を実行するための命令を保持するメモリ１４０８を含むことができる。
メモリ１４０８の外部にあるものとして示されているが、電気的コンポーネント１４０４
および１４０６のうちの１つ以上がメモリ１４０８内に存在できることを理解すべきであ
る。１つの例では、電気的コンポーネント１４０４および１４０６は、少なくとも１つの
プロセッサを含むことができ、または、各電気的コンポーネント１４０４および１４０６
は、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュールとすることができる。さらに、追
加の例または代替的な例では、電気的コンポーネント１４０４および１４０６は、コンピ
ュータ読取可能媒体を具備するコンピュータプログラムプロダクトとすることができ、こ
こで、各電気的コンポーネント１４０４および１４０６は、対応するコードとすることが
できる。
【００８７】
　ここで図１５を参照すると、ここで提示するさまざまな実施形態にしたがった、ワイヤ
レス通信システム１５００が図示されている。システム１５００は、複数のアンテナグル
ープを含むことができる基地局１５０２を含む。例えば、１つのアンテナグループは、ア
ンテナ１５０４およびアンテナ１５０６を含むことができ、別のグループは、アンテナ１
５０８およびアンテナ１５１０を含むことができ、その他のグループは、アンテナ１５１
２およびアンテナ１５１４を含むことができる。各アンテナグループに対して２つのアン
テナが図示されているが、各アンテナグループに対して、より多いまたはより少ないアン
テナを利用できる。基地局１５０２は、さらに、送信機チェーンと受信機チェーンとを含
むことができ、そのそれぞれは、さらに、信号の送受信に関係付けられている複数のコン
ポーネント（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ
、アンテナ等）を適宜含むことができる。
【００８８】
　基地局１５０２は、移動デバイス１５１６および移動デバイス１５２２のような、１つ
以上の移動デバイスと通信できる。しかしながら、基地局１５０２は、移動デバイス１５
１６および１５２２に類似する実質的に任意の数の移動デバイスと通信できることを正し
く認識すべきである。移動デバイス１５１６および１５２２は、例えば、セルラ電話機、
スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルドコンピューテ
ィングデバイス、衛星ラジオ、グローバルポジショニングシステム、ＰＤＡ、および／ま
たは、ワイヤレス通信システム１５００を通して通信するための他の何らかの適切なデバ
イスとすることができる。描写するように、移動デバイス１５１６は、アンテナ１５１２
および１５１４と通信しており、ここで、アンテナ１５１２およびアンテナ１５１４は、
フォワードリンク１５１８を通して移動デバイス１５１６に情報を送信し、リバースリン
ク１５２０を通して移動デバイス１５１６から情報を受信する。さらに、移動デバイス１
５２２は、アンテナ１５０４および１５０６と通信しており、ここで、アンテナ１５０４
およびアンテナ１５０６は、フォワードリンク１５２４を通して移動デバイス１５２２に
情報を送信し、リバースリンク１５２６を通して移動デバイス１５２２から情報を受信す
る。周波数分割複信（ＦＤＤ）システムでは、例えば、フォワードリンク１５１８は、リ
バースリンク１５２０によって使用されるものとは異なる周波数帯域を利用でき、フォワ
ードリンク１５２４は、リバースリンク１５２６によって用いられるものとは異なる周波
数帯域を用いることができる。さらに、時分割複信（ＴＤＤ）システムでは、フォワード
リン１５１８とリバースリンク１５２０は、共通の周波数帯域を利用でき、フォワードリ
ンク１５２４とリバースリンク１５２６は、共通の周波数帯域を利用できる。
【００８９】
　アンテナの各グループおよび／またはアンテナの各グループが通信するように指定され
ているエリアを、基地局１５０２のセクタと呼ぶことができる。例えば、アンテナグルー
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プは、基地局１５０２によってカバーされているエリアのセクタ中で、移動デバイスに通
信するように設計することができる。フォワードリンク１５１８および１５２４を通して
の通信では、基地局１５０２の送信アンテナは、移動デバイス１５１６と１５２２とに対
するフォワードリンク１５１８および１５２４の信号対ノイズ比を改善するために、ビー
ムフォーミングを利用することができる。また、基地局１５０２は、ビームフォーミング
を使用して、その関係するカバレッジ中にランダムに散らばっている移動デバイス１５１
６および１５２２に送信するが、単一のアンテナを通してそのすべての移動デバイスに送
信する基地局に比べて、隣接セル中にある移動デバイスは、より少ない干渉を受けること
がある。さらに、移動デバイス１５１６および１５２２は、描写されているようなピア・
ツー・ピアまたはアドホックの技術を使用して、互いに直接通信できる。例にしたがうと
、システム１５００は、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）通信システムとすることができる
。加えて、説明したように、例えば、基地局１５０２は、他のアクセスポイントに対する
潜在的な干渉を決定したことに基づいて、移動デバイス１５１６および／または１５２２
に対するＩＦＨＯしきい値、データレート等を設定でき、潜在的な干渉に基づいて、アク
セスモード間で切り替えることができ、潜在的な干渉に基づいて、ダウンリンク送信電力
をブーストでき、パス損失エッジターゲットを調節でき、および／または、これらに類似
することができる。
【００９０】
　図１６は、例示的なワイヤレス通信システム１６００を示している。ワイヤレス通信シ
ステム１６００は、簡潔さのために、１つの基地局１６１０と１つの移動デバイス１６５
０とを描写している。しかしながら、システム１６００は、１つより多い基地局および／
または１つより多い移動デバイスを含むことができることを正しく認識すべきであり、こ
こで、追加の基地局および／または移動デバイスは、以下で説明する例示的な基地局１６
１０および移動デバイス１６５０と実質的に類似するか、または、異なることがある。加
えて、基地局１６１０および／または移動デバイス１６５０は、ここで説明する、システ
ム（図１～３、５、および、１０～１５）、ブースティングパターン（図４）、ならびに
／あるいは、方法（図６～９）を用いて、基地局１６１０と移動デバイス１６５０との間
のワイヤレス通信を促進できることを正しく認識すべきである。例えば、ここで説明する
システムおよび／または方法の、コンポーネントまたは機能は、以下で説明するメモリ１
６３２および／または１６７２の一部、あるいは、プロセッサ１６３０および／または１
６７０の一部とすることができ、ならびに／あるいは、開示した機能を実行するプロセッ
サ１６３０および／または１６７０によって実行できる。
【００９１】
　基地局１６１０において、多数のデータストリームに対するトラフィックデータが、デ
ータソース１６１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１６１４に提供される。例にした
がって、各データストリームは、それぞれのアンテナを通して送信することができる。Ｔ
Ｘデータプロセッサ１６１４は、そのデータストリームに対して選択された特定のコーデ
ィングスキームに基づいて、トラフィックデータストリームをフォーマットし、コード化
し、インターリーブして、コード化されたデータを提供する。
【００９２】
　各データストリームに対するコード化されたデータは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤ
Ｍ）技術を使用して、パイロットデータと多重化できる。さらにまたは代替的に、パイロ
ットシンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）でき、時分割多重化（ＴＤＭ）でき、また
は、コード分割多重化（ＣＤＭ）できる。パイロットデータは、典型的に、既知の方法で
処理される既知のデータパターンであり、チャネル応答を推定するために、移動デバイス
１６５０において使用することができる。各データストリームに対する多重化されたパイ
ロットおよびコード化データは、そのデータストリームに対して選択された特定の変調ス
キーム（例えば、２相位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、直角位相シフトキーイング（
ＱＰＳＫ）、Ｍ相位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ直角位相振幅変調（Ｍ－ＱＡ
Ｍ）等）に基づいて、変調（例えば、シンボルマッピング）され、変調シンボルを提供す
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ることができる。各データストリームに対する、データレート、コーディング、および、
変調は、プロセッサ１６３０により実行または提供される命令によって決定できる。
【００９３】
　データストリームに対する変調シンボルは、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ１６２０に提供
することができ、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ１６２０は、（例えば、ＯＦＤＭのために）
変調シンボルをさらに処理できる。ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ１６２０は、その後、ＮT個
の変調シンボルストリームをＮT台の送信機（ＴＭＴＲ）１６２２ａないし１６２２ｔに
提供する。さまざまな実施形態では、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ１６２０は、データスト
リームのシンボルと、そこからシンボルが送信されるアンテナとに対して、ビームフォー
ミングの重みを適用する。
【００９４】
　各送信機１６２２は、それぞれのシンボルストリームを受け取って処理し、１つ以上の
アナログ信号を提供し、アナログ信号をさらに調整して（例えば、増幅して、フィルタリ
ングして、および、アップコンバートして）、ＭＩＭＯチャネルを通しての送信に適した
変調された信号を提供する。さらに、送信機１６２２ａないし１６２２ｔからのＮT個の
変調信号は、ＮT本のアンテナ１６２４ａないし１６２４ｔから、それぞれ送信される。
【００９５】
　移動デバイス１６５０において、ＮR本のアンテナ１６５２ａないし１６５２ｒにより
、送信された変調信号が受信され、各アンテナ１６５２からの受信信号は、それぞれの受
信機（ＲＣＶＲ）１６５４ａないし１６５４ｒに提供される。各受信機１６５４は、それ
ぞれの信号を調整し（例えば、フィルタリングし、増幅し、および、ダウンコンバートし
）、調整した信号をデジタル化してサンプルを提供し、サンプルをさらに処理して、対応
する“受信した”シンボルストリームを提供する。
【００９６】
　ＲＸデータプロセッサ１６６０は、ＮR台の受信機１６５４からのＮR個の受信シンボル
ストリームを受け取って、特定の受信機処理技術に基づいて処理し、ＮT個の“検出した
”シンボルストリームを提供できる。ＲＸデータプロセッサ１６６０は、各検出したシン
ボルストリームを、復調し、デインターリーブし、および、デコードし、データストリー
ムに対するトラフィックデータを復元できる。ＲＸデータプロセッサ１６６０による処理
は、基地局１６１０における、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ１６２０およびＴＸデータプロ
セッサ１６１４により実行される処理と相補的である。
【００９７】
　リバースリンクメッセージは、通信リンクにおよび／または受信したデータストリーム
に関するさまざまなタイプの情報を含むことができる。データソース１６３６から多数の
データストリームに対するトラフィックデータも受け取るＴＸデータプロセッサ１６３８
により、リバースリンクメッセージを処理でき、変調器１６８０により変調でき、送信機
１６５４ａないし１６５４ｒにより調整でき、基地局１６１０に返信できる。
【００９８】
　基地局１６１０において、移動デバイス１６５０からの変調信号は、アンテナ１６２４
により受信され、受信機１６２２により調整され、復調器１６４０により復調され、移動
デバイス１６５０により送信されたリバースリンクメッセージを抽出するために、ＲＸデ
ータプロセッサ１６４２により処理される。さらに、プロセッサ１６３０は、ビームフォ
ーミングの重みを決定するためにどのプリコーディング行列を使用するかを決定するため
に、抽出したメッセージを処理できる。
【００９９】
　プロセッサ１６３０および１６７０は、基地局１６１０および移動デバイス１６５０に
おける動作をそれぞれ命令する（例えば、制御する、調整する、管理する等）。それぞれ
のプロセッサ１６３０および１６７０は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモ
リ１６３２ならびに１６７２に関係付けることができる。プロセッサ１６３０および１６
７０は、説明したように、干渉を決定または検出し、ＩＦＨＯしきい値またはデータレー
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トを調節し、アクセスモードを切り替え、送信電力をブーストし、パス損失エッジターゲ
ットを調節等できる。
【０１００】
　図１７は、ここでの教示を実現してもよい、多数のユーザをサポートするように構成さ
れているワイヤレス通信システム１７００を図示している。システム１７００は、例えば
、マクロセル１７０２Ａ～１７０２Ｇのような複数のセル１７０２に対して通信を提供し
、各セルには、対応するアクセスノード１７０４（例えば、アクセスノード１７０４Ａ～
１７０４Ｇ）によりサービスが提供されている。図１７において示されているように、ア
クセス端末１７０６（例えば、アクセス端末１７０６Ａ～１７０６Ｌ）は、システム全体
にわたって、さまざまなロケーションに、経時的に散らばっていることがある。各アクセ
ス端末１７０６は、例えば、アクセス端末１７０６がアクティブであるか否か、および、
アクセス端末１７０６がソフトハンドオフ中であるか否かに依存して、所定の瞬間におい
て、フォワードリンク（ＦＬ）上および／またはリバースリンク（ＲＬ）上で、１つ以上
のアクセスノード１７０４と通信することができる。ワイヤレス通信システム１７００は
、大きい地理的な領域にわたってサービスを提供できる。
【０１０１】
　図１８は、１つ以上のフェムトノードがネットワーク環境内に配置されている例示的な
通信システム１８００を図示している。特に、システム１８００は、（例えば、１つ以上
のユーザの住宅１８３０のような）比較的小さいスケールのネットワーク環境中に設置さ
れている複数のフェムトノード１８１０Ａおよび１８１０Ｂ（例えば、フェムトノードま
たはＨ（ｅ）ＮＢ）を含む。各フェムトノード１８１０は、デジタル加入者線（ＤＳＬ）
ルータや、ケーブルモデムや、ワイヤレスリンクや、または（示されていない）他の接続
性手段を介して、ワイドエリアネットワーク１８４０（例えば、インターネット）および
移動体オペレータコアネットワーク１８５０に結合できる。以下で論じるように、関係付
けられているアクセス端末１８２０（例えば、アクセス端末１８２０Ａ）と、オプション
的に、エイリアンアクセス端末１８２０（例えば、アクセス端末１８２０Ｂ）とを担当す
るように各フェムトノード１８１０を構成できる。言い換えると、１組の指定されている
（例えば、ホーム）フェムトノード１８１０によって所定のアクセス端末１８２０を担当
できるが、何らかの指定されていないフェムトノード１８１０（例えば、隣接するフェム
トノード）によって所定のアクセス端末１８２０を担当しなくてもよいことにより、フェ
ムトノード１８１０に対するアクセスを制限できる。
【０１０２】
　図１９は、いくつかのトラッキングエリア１９０２（またはルーティングエリアまたは
ロケーションエリア）を規定し、そのそれぞれがいくつかのマクロカバレッジエリア１９
０４を含む、カバレッジマップ１９００の例を図示している。ここで、トラッキングエリ
ア１９０２Ａ、１９０２Ｂ、および１９０２Ｃに関係するカバレッジのエリアは、幅広の
線により線引きされ、マクロカバレッジエリア１９０４は、六角形により表されている。
トラッキングエリア１９０２はまた、フェムトカバレッジエリア１９０６を含んでいる。
この例では、フェムトカバレッジエリア１９０６のそれぞれ（例えば、フェムトカバレッ
ジエリア１９０６Ｃ）が、マクロカバレッジエリア１９０４（例えば、マクロカバレッジ
エリア１９０４Ｂ）内に描写されている。しかしながら、フェムトカバレッジエリア１９
０６が、マクロカバレッジエリア１９０４内にまったく位置していなくてもよいことを正
しく認識すべきである。実際には、非常に多数のフェムトカバレッジエリア１９０６を、
所定のトラッキングエリア１９０２内に、または、マクロカバレッジエリア１９０４内に
規定できる。また、（示されていない）１つ以上のピコカバレッジエリアを、所定のトラ
ッキングエリア１９０２内に、または、マクロカバレッジエリア１９０４内に規定できる
。
【０１０３】
　再度図１８を参照すると、フェムトノード１８１０の所有者は、例えば、３Ｇ移動体サ
ービスのような、移動体オペレータコアネットワーク１８５０を通して提供される移動体
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サービスに加入できる。加えて、アクセス端末１８２０は、マクロ環境と、より小さいス
ケール（例えば、住宅）のネットワーク環境との双方で動作することが可能である。した
がって、例えば、アクセス端末１８２０の現在のロケーションに依存して、アクセスノー
ド１８６０により、または、１組のフェムトノード１８１０のうちの何らかの１つ（例え
ば、対応するユーザの住宅１８３０内に存在するフェムトノード１８１０Ａおよび１８１
０Ｂ）により、アクセス端末１８２０を担当できる。例えば、加入者が自身の家の外にい
るときには、加入者は、標準的なマクロアクセスノード（例えば、ノード１８６０）によ
り担当され、加入者が自身の家にいるときには、加入者は、フェムトノード（例えば、ノ
ード１８１０Ａ）により担当される。ここで、フェムトノード１８１０は、既存のアクセ
ス端末１８２０と下位互換性があることを正しく認識すべきである。
【０１０４】
　フェムトノード１８１０は、単一の周波数上で実施でき、または、代替的に、複数の周
波数上で実施できる。特定のコンフィギュレーションに依存して、単一の周波数または複
数の周波数のうちの１つ以上が、マクロセルアクセスノード（例えば、ノード１８６０）
により使用される１つ以上の周波数とオーバーラップする可能性がある。いくつかの態様
では、このような接続性が可能であるときはいつでも、好ましいフェムトノード（例えば
、アクセス端末１８２０のホームフェムトノード）に接続するように、アクセス端末１８
２０を構成できる。例えば、アクセス端末１８２０がユーザの住宅１８３０内にあるとき
にはいつでも、アクセス端末１８２０は、ホームフェムトノード１８１０と通信できる。
【０１０５】
　いくつかの態様では、アクセス端末１８２０が、移動体オペレータコアネットワーク１
８５０内で動作しているが、（例えば、好ましいローミングリスト中で規定されているよ
うな）その最も好ましいネットワーク上に存在していない場合に、アクセス端末１８２０
は、ベターシステムリセレクション（ＢＳＲ）を使用して、最も好ましいネットワーク（
例えば、フェムトノード１８１０）をサーチし続けることができる。ベターシステムリセ
レクション（ＢＳＲ）は、より良いシステムが現在利用可能であるか否かを決定するため
に、利用可能なシステムの周期的なスキャニングと、このような好ましいシステムに関係
付けるための後続する活動とを含むことができる。１つの例では、（例えば、好ましいロ
ーミングリスト中の）捕捉テーブルエントリを使用して、アクセス端末１８２０は、特定
の帯域およびチャネルに対するサーチに限定できる。例えば、最も好ましいシステムに対
するサーチを周期的に繰り返すことができる。フェムトノード１８１０のような、好まし
いフェムトノードを発見すると、そのカバレッジエリア内にキャンプするために、アクセ
ス端末１８２０はフェムトノード１８１０を選択する。
【０１０６】
　いくつかの態様では、フェムトノードを制限することができる。例えば、所定のフェム
トノードは、あるアクセス端末に対してあるサービスのみを提供できる。いわゆる制限さ
れた（または閉じられた）アソシエーションでの配置では、マクロセル移動体ネットワー
クと、規定された組のフェムトノード（例えば、対応するユーザの住宅１８３０内に存在
するフェムトノード１８１０）とによってのみ、所定のアクセス端末を担当できる。いく
つかの構成では、少なくとも１つのアクセス端末に対して、シグナリング、データアクセ
ス、登録、ページング、または、サービスのうちの少なくとも１つを提供しないようにフ
ェムトノードを制限できる。
【０１０７】
　いくつかの態様では、（閉じられた加入者グループＨ（ｅ）ＮＢと呼ばれることもある
）制限されたフェムトノードは、制限されるように設定された１組のアクセス端末にサー
ビスを提供するものである。この組は、一時的なものとすることができ、または、必要に
応じて永久的に拡張できる。いくつかの態様では、閉じられた加入者グループ（ＣＳＧ）
は、アクセス端末の共通アクセス制御リストを共有するアクセスノード（例えば、フェム
トノード）の組として規定できる。領域中のすべてのフェムトノード（または、すべての
制限されたフェムトノード）がその上で動作するチャネルは、フェムトチャネルと呼ぶこ
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とができる。
【０１０８】
　したがって、所定のフェムトノードと所定のアクセス端末との間に、さまざまな関係が
存在することがある。例えば、アクセス端末の観点から、オープンなフェムトノードは、
制限されていないアソシエーションを持つフェムトノードのことを指すことができる。制
限されたフェムトノードは、何らかの方法で制限されている（例えば、関係および／また
は登録に対して制限されている）フェムトノードのことを指すことができる。ホームフェ
ムトノードは、そのフェムトノードにアクセスし、その上で動作することがアクセス端末
に認可されているフェムトノードのことを指すことができる。ゲストフェムトノードは、
そのフェムトノードにアクセスし、その上で動作することがアクセス端末に一時的に認可
されているフェムトノードのことを指すことができる。エイリアンフェムトノードは、緊
急と思われる事態（例えば、９１１通話）を除いて、そのフェムトノードにアクセスし、
その上で動作することがアクセス端末に認可されていないフェムトノードのことを指すこ
とができる。
【０１０９】
　制限されたフェムトノードの観点から、ホームアクセス端末は、制限されたフェムトノ
ードにアクセスすることが認可されているアクセス端末のことを指すことができる。ゲス
トアクセス端末は、制限されたフェムトノードへの一時的なアクセスを持つアクセス端末
のことを指すことができる。エイリアンアクセス端末は、例えば９１１通話のような緊急
と思われる事態を除いて、制限されたフェムトノードにアクセスする許可を有していない
アクセス端末（例えば、制限されたフェムトノードに登録するための信用証明または許可
を有していないアクセス端末）のことを指すことができる。
【０１１０】
　便宜上、ここでの開示は、フェムトノードの文脈でさまざまな機能性を説明した。しか
しながら、より大きいカバレッジエリアは別として、ピコノードが、フェムトノードと同
じまたは類似する機能性を提供できることを正しく認識すべきである。例えば、ピコノー
ドを制限でき、所定の端末に対してホームピコノードを規定できる等である。
【０１１１】
　ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレスアクセス端末に対する通信を同
時にサポートできる。上述したように、各端末は、フォワードリンク上およびリバースリ
ンク上での送信を介して、１つ以上の基地局と通信できる。フォワードリンク（またはダ
ウンリンク）は、基地局から端末への通信リンクのことを指し、リバースリンク（または
アップリンク）は、端末から基地局への通信リンクのことを指す。この通信リンクは、単
一入力単一出力システム、ＭＩＭＯシステム、または、他の何らかのタイプのシステムを
介して、確立できる。
【０１１２】
　ここで開示した実施形態に関連して説明した、さまざまな例示的な論理、論理ブロック
、モジュール、コンポーネントおよび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ
（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラム可能ゲートアレ
イ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラム可能論理デバイス、ディスクリートゲートまた
はトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは、ここで説
明した機能を実行するために設計されたこれらの何らかの組み合わせで、実現あるいは実
行されてもよい。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替実施形
態では、プロセッサは、何らかの従来のプロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、また
は、状態機械であってもよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合
わせとして、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアを備えた１つ以上のマイクロプロセッサ、または、このようなコンフィ
ギュレーションの他の何らかのものとして実現されてもよい。さらに、少なくとも１つの
プロセッサは、上述したステップおよび／またアクションのうちの１つ以上を実行するよ
うに動作可能な１つ以上のモジュールを含んでもよい。例示的な記憶媒体は、プロセッサ
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が記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセ
ッサに結合されていてもよい。代替実施形態では、記憶媒体はプロセッサに一体化してい
てもよい。さらに、いくつかの態様では、プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣに存在
してもよい。さらに、ＡＳＩＣは、ユーザ端末に存在してもよい。代替的に、プロセッサ
および記憶媒体は、ディスクリートコンポーネントとして、ユーザ端末に存在してもよい
。
【０１１３】
　１つ以上の態様では、説明した機能、方法、およびアルゴリズムは、ハードウェアで、
ソフトウェアで、ファームウェアで、または、これらのものを組み合わせた任意のもので
実現してもよい。ソフトウェアで実現される場合に、機能は、１つ以上の命令またはコー
ドとして、コンピュータプログラムプロダクト中に組み込まれていてもよいコンピュータ
読取可能媒体上に記憶されてもよく、あるいは、１つ以上の命令またはコードとして、コ
ンピュータ読取可能媒体上に送信されてもよい。コンピュータ読取可能媒体は、１つの場
所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を促進する何らかの媒体を含むコンピ
ュータ記憶媒体および通信媒体の双方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセ
スできる何らかの利用可能な媒体であってもよい。一例として、これらに限定されないが
、このようなコンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、または、他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、あるいは、コンピュータ
によってアクセスでき、命令またはデータ構造の形態で、所望のプログラムコードを搬送
または記憶するために使用できる他の何らかの媒体を含むことができる。また、実質的に
、あらゆる接続は、コンピュータ読取可能媒体と呼ばれてもよい。例えば、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、撚り対、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは、赤外線、無線
、および、マイクロ波のようなワイヤレス技術を使用しているウェブサイト、サーバ、ま
たは、他の遠隔ソースから、ソフトウェアが送信される場合には、同軸ケーブル、光ファ
イバケーブル、撚り対、ＤＳＬ、あるいは、赤外線、無線、および、マイクロ波のような
ワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ここで使用したようなディスク（ｄｉｓｋお
よびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）、光ディ
スク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、および、
ブルーレイ（登録商標）ディスクを含むが、一般的に、ディスク（ｄｉｓｋ）は、通常、
データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）は、通常、データをレーザによ
って光学的に再生する。先のものを組み合わせたものもまた、コンピュータ読取可能媒体
の範囲内に含められるべきである。
【０１１４】
　先の開示は、例示的な態様および／または実施形態を論じているが、添付した特許請求
の範囲によって規定されているような、説明した態様および／または実施形態の範囲から
逸脱することなく、さまざまな変更および修正を行うことができることに留意すべきであ
る。さらに、説明した態様および／または実施形態のエレメントは、単数形で説明または
請求されてもよいが、単数への限定が明示的に述べられていない限り、複数形が意図され
ている。さらに、そうではないと述べられていない限り、任意の態様ならびに／あるいは
実施形態のすべてまたは一部が、他の何らかの態様ならびに／あるいは実施形態のすべて
または一部とともに利用されてもよい。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するための方法において、
　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定
することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記担当されているデバイスに対する周波数
間ハンドオーバしきい値またはデータレートを減少させることとを含む方法。
［２］前記決定することは、前記担当されているデバイスから受信した測定報告中で示さ
れている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質に少なくとも部分的
に基づいている［１］に記載の方法。
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［３］前記決定することは、前記担当されているデバイスから受信した、パイロット送信
に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベルを下回っていることを決定することに少な
くとも部分的に基づいている［１］に記載の方法。
［４］前記決定することは、バックホールリンクを通して、前記１つ以上のアクセスポイ
ントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なくとも部分的に基づいている［１］に
記載の方法。
［５］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置において、
　　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決
定し、
　　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記担当されているデバイスに対する周波
数間ハンドオーバしきい値またはデータレートを調節する、
　ように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
［６］前記少なくとも１つのプロセッサは、前記担当されているデバイスから受信した測
定報告中で示されている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質、前
記担当されているデバイスから受信した、パイロット送信に対応する信号対ノイズ比が、
しきい値レベルを下回っていることを決定すること、または、バックホールリンクを通し
て、前記１つ以上のアクセスポイントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なくと
も部分的に基づいて、前記担当されているデバイスが前記１つ以上のアクセスポイントに
潜在的に干渉することを決定する［５］に記載の装置。
［７］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置において、
　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定
する手段と、
　前記担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを
決定する手段に少なくとも部分的に基づいて、前記担当されているデバイスに対する周波
数間ハンドオーバしきい値またはデータレートを調節する手段とを具備する装置。
［８］前記決定する手段は、前記担当されているデバイスから受信した測定報告中で示さ
れている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質、前記担当されてい
るデバイスから受信した、パイロット送信に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベル
を下回っていることを決定すること、または、バックホールリンクを通して、前記１つ以
上のアクセスポイントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なくとも部分的に基づ
いて、前記担当されているデバイスが前記１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉す
ることを決定する［７］に記載の装置。
［９］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するコンピュータプログラムプロダクトに
おいて、
　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを、少
なくとも１つのコンピュータに決定させるためのコードと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記担当されているデバイスに対する周波数
間ハンドオーバしきい値またはデータレートを、前記少なくとも１つのコンピュータに調
節させるためのコードとを含むコンピュータ読取可能媒体を具備するコンピュータプログ
ラムプロダクト。
［１０］前記少なくとも１つのコンピュータに決定させるためのコードは、前記担当され
ているデバイスから受信した測定報告中で示されている前記１つ以上のアクセスポイント
の信号強度または信号品質、前記担当されているデバイスから受信した、パイロット送信
に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベルを下回っていることを決定すること、また
は、バックホールリンクを通して、前記１つ以上のアクセスポイントから潜在的な干渉の
指示を受信することに少なくとも部分的に基づいて、前記担当されているデバイスが前記
１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定する［９］に記載のコンピュ
ータプログラムプロダクト。
［１１］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置において、
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　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定
する干渉決定コンポーネントと、
　前記担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを
決定する干渉決定コンポーネントに少なくとも部分的に基づいて、前記担当されているデ
バイスに対する周波数間ハンドオーバしきい値またはデータレートを調節するコンポーネ
ントとを具備する装置。
［１２］前記干渉決定コンポーネントは、前記担当されているデバイスから受信した測定
報告中で示されている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質に少な
くとも部分的に基づいて決定する［１１］に記載の装置。
［１３］前記干渉決定コンポーネントは、前記担当されているデバイスから受信した、パ
イロット送信に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベルを下回っていることを決定す
ることに少なくとも部分的に基づいて決定する［１１］に記載の装置。
［１４］前記干渉決定コンポーネントは、バックホールリンクを通して、前記１つ以上の
アクセスポイントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なくとも部分的に基づいて
決定する［１１］に記載の装置。
［１５］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するための方法において、
　メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモードで動作することと、
　１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上のメンバーでないデバイ
スからの干渉を検出することと、
　前記検出した干渉に基づいて、前記１つ以上のメンバーでないデバイスとの通信が可能
になるように、ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアクセスモードに切り替える
こととを含む方法。
［１６］前記干渉を検出することは、総ワイドバンド電力またはセル外干渉が、しきい値
レベルを超えていることを検出することを含む［１５］に記載の方法。
［１７］前記干渉を検出することは、バックホールリンクを通して、前記１つ以上のアク
セスポイントから干渉の指示を受信することを含む［１５］に記載の方法。
［１８］前記１つ以上のメンバーでないデバイスとの通信が終了していることを決定した
ときに、前記クローズドアクセスモードに切り替えることをさらに含む［１５］に記載の
方法。
［１９］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置において、
　　メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモードをアドバタイズし
、
　　１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上のメンバーでないデバ
イスからの干渉を検出し、
　　前記検出した干渉に基づいて、前記１つ以上のメンバーでないデバイスとの通信が可
能になるように、ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアクセスモードに切り替え
る、
　ように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
［２０］前記少なくとも１つのプロセッサは、総ワイドバンド電力またはセル外干渉が、
しきい値レベルを超えていることを検出すること、または、バックホールリンクを通して
、前記１つ以上のアクセスポイントから干渉の指示を受信することに少なくとも部分的に
よって、前記干渉を検出する［１９］に記載の装置。
［２１］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置において、
　メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモードで動作する手段と、
　１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上のメンバーでないデバイ
スからの干渉を検出する手段とを具備し、
　前記動作する手段は、前記検出した干渉に基づいて、前記１つ以上のメンバーでないデ
バイスとの通信が可能になるように、ハイブリッドアクセスモードまたはオープンアクセ
スモードに切り替える装置。
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［２２］前記検出する手段は、総ワイドバンド電力またはセル外干渉が、しきい値レベル
を超えていることを検出すること、または、バックホールリンクを通して、前記１つ以上
のアクセスポイントから干渉の指示を受信することに少なくとも部分的によって、前記干
渉を検出する［２１］に記載の装置。
［２３］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和するコンピュータプログラムプロダクト
において、
　少なくとも１つのコンピュータに、メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズド
アクセスモードをアドバタイズさせるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、１つ以上のアクセスポイントによって担当され
ている１つ以上のメンバーでないデバイスからの干渉を検出させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記検出した干渉に基づいて、前記１つ以上の
メンバーでないデバイスとの通信が可能になるように、ハイブリッドアクセスモードまた
はオープンアクセスモードをアドバタイズするように切り替えさせるためのコードとを含
むコンピュータ読取可能媒体を具備するコンピュータプログラムプロダクト。
［２４］前記少なくとも１つのコンピュータに検出させるためのコードは、総ワイドバン
ド電力またはセル外干渉が、しきい値レベルを超えていることを検出すること、または、
バックホールリンクを通して、前記１つ以上のアクセスポイントから干渉の指示を受信す
ることに少なくとも部分的によって、前記干渉を検出する［２３］に記載のコンピュータ
プログラムプロダクト。
［２５］ワイヤレスネットワーク中で干渉を緩和する装置において、
　メンバーデバイスとの通信を可能にするクローズドアクセスモードで動作するアクセス
モードコンポーネントと、
　１つ以上のアクセスポイントによって担当されている１つ以上のメンバーでないデバイ
スからの干渉を検出する干渉検出コンポーネントとを具備し、
　前記アクセスモードコンポーネントは、前記検出した干渉に基づいて、前記１つ以上の
メンバーでないデバイスとの通信が可能になるように、ハイブリッドアクセスモードまた
はオープンアクセスモードに切り替える装置。
［２６］前記干渉検出コンポーネントは、総ワイドバンド電力またはセル外干渉が、しき
い値レベルを超えていることを検出する［２５］に記載の装置。
［２７］前記干渉検出コンポーネントは、バックホールリンクを通して、前記１つ以上の
アクセスポイントから干渉の指示を受信する［２５］に記載の装置。
［２８］前記アクセスモードコンポーネントは、前記１つ以上のメンバーでないデバイス
との通信が終了していると決定したときに、前記クローズドアクセスモードに切り替える
［２５］に記載の装置。
［２９］ワイヤレス通信中で干渉を緩和するための方法において、
　１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出する
ことと、
　前記干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターンにしたがって、
ダウンリンク送信電力を増加させることとを含む方法。
［３０］前記ダウンリンク送信電力を増加させることは、第１の時間期間の間、前記ダウ
ンリンク送信電力をブーストすることと、前記第１の時間期間の後に前記干渉を検出した
ことに少なくとも基づいて、第２の時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力の前記ブー
スティングを増加させることとを含む［２９］に記載の方法。
［３１］ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　　１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出し
、
　　前記干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターンにしたがって
、ダウンリンク送信電力を増加させる、
　ように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
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［３２］前記少なくとも１つのプロセッサは、第１の時間期間の間、前記ダウンリンク送
信電力をブーストすることと、前記第１の時間期間の後に前記干渉を検出したことに少な
くとも基づいて、第２の時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力の前記ブースティング
を増加させることとに少なくとも部分的によって、前記ダウンリンク送信電力を増加させ
る［３１］に記載の装置。
［３３］ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出する
手段と、
　前記干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターンにしたがって、
ダウンリンク送信電力を増加させる手段とを具備する装置。
［３４］前記増加させる手段は、第１の時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力をブー
ストすることと、前記第１の時間期間の後に前記干渉を検出したことに少なくとも基づい
て、第２の時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力の前記ブースティングを増加させる
こととに少なくとも部分的によって、前記ダウンリンク送信電力を増加させる［３３］に
記載の装置。
［３５］ワイヤレス通信中で干渉を緩和するコンピュータプログラムプロダクトにおいて
、
　少なくとも１つのコンピュータに、１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以
上のデバイスからの干渉を検出させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記干渉を検出したことに基づいて、経時的な
ブースティングパターンにしたがって、ダウンリンク送信電力を増加させるためのコード
とを含むコンピュータ読取可能媒体を具備するコンピュータプログラムプロダクト。
［３６］前記少なくとも１つのコンピュータに増加させるためのコードは、第１の時間期
間の間、前記ダウンリンク送信電力をブーストすることと、前記第１の時間期間の後に前
記干渉を検出したことに少なくとも基づいて、第２の時間期間の間、前記ダウンリンク送
信電力の前記ブースティングを増加させることとに少なくとも部分的によって、前記ダウ
ンリンク送信電力を増加させる［３５］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
［３７］ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　１つ以上のアクセスポイントと通信している１つ以上のデバイスからの干渉を検出する
干渉検出コンポーネントと、
　前記干渉を検出したことに基づいて、経時的なブースティングパターンにしたがって、
ダウンリンク送信電力を増加させるダウンリンク送信コンポーネントとを具備する装置。
［３８］前記ダウンリンク送信コンポーネントは、第１の時間期間の間、前記ダウンリン
ク送信電力をブーストすることと、前記第１の時間期間の後に前記干渉を検出したことに
少なくとも基づいて、第２の時間期間の間、前記ダウンリンク送信電力の前記ブースティ
ングを増加させることとに少なくとも部分的によって、前記ダウンリンク送信電力を増加
させる［３７］に記載の装置。
［３９］ワイヤレス通信中で干渉を緩和するための方法において、
　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定
することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調節することと
を含む方法。
［４０］前記決定することは、前記担当されているデバイスから受信した測定報告中で示
されている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質に少なくとも部分
的に基づいている［３９］に記載の方法。
［４１］前記決定することは、前記担当されているデバイスから受信した、パイロット送
信に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベルを下回っていることを決定することに少
なくとも部分的に基づいている［３９］に記載の方法。
［４２］前記決定することは、バックホールリンクを通して、前記１つ以上のアクセスポ
イントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なくとも部分的に基づいている［３９
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］に記載の方法。
［４３］前記パス損失エッジターゲットを調節することは、さらに、ダウンリンクカバレ
ッジ要件とダウンリンク送信電力制限とに少なくとも部分的に基づいている［３９］に記
載の方法。
［４４］ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決
定し、
　　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調節する、
　ように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
［４５］前記少なくとも１つのプロセッサは、前記担当されているデバイスから受信した
測定報告中で示されている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質、
前記担当されているデバイスから受信した、パイロット送信に対応する信号対ノイズ比が
、しきい値レベルを下回っていることを決定すること、または、バックホールリンクを通
して、前記１つ以上のアクセスポイントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なく
とも部分的に基づいて、前記担当されているデバイスが前記１つ以上のアクセスポイント
に潜在的に干渉することを決定する［４４］に記載の装置。
［４６］ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定
する手段と、
　前記担当されているデバイスが潜在的に干渉することを決定する前記決定する手段に少
なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調節する手段とを具備する装置
。
［４７］前記決定する手段は、前記担当されているデバイスから受信した測定報告中で示
されている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質、前記担当されて
いるデバイスから受信した、パイロット送信に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベ
ルを下回っていることを決定すること、または、バックホールリンクを通して、前記１つ
以上のアクセスポイントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なくとも部分的に基
づいて、前記担当されているデバイスが前記１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉
することを決定する［４６］に記載の装置。
［４８］ワイヤレス通信中で干渉を緩和するコンピュータプログラムプロダクトにおいて
、
　少なくとも１つのコンピュータに、担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイ
ントに潜在的に干渉することを決定させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記決定に少なくとも部分的に基づいて、パス
損失エッジターゲットを調節させるためのコードとを含むコンピュータ読取可能媒体を具
備するコンピュータプログラムプロダクト。
［４９］前記少なくとも１つのコンピュータに決定させるためのコードは、前記担当され
ているデバイスから受信した測定報告中で示されている前記１つ以上のアクセスポイント
の信号強度または信号品質、前記担当されているデバイスから受信した、パイロット送信
に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベルを下回っていることを決定すること、また
は、バックホールリンクを通して、前記１つ以上のアクセスポイントから潜在的な干渉の
指示を受信することに少なくとも部分的に基づいて、前記担当されているデバイスが前記
１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定する［４８］に記載のコンピ
ュータプログラムプロダクト。
［５０］ワイヤレス通信中で干渉を緩和する装置において、
　担当されているデバイスが１つ以上のアクセスポイントに潜在的に干渉することを決定
する干渉決定コンポーネントと、
　前記担当されているデバイスが潜在的に干渉することを決定する前記干渉決定コンポー
ネントに少なくとも部分的に基づいて、パス損失エッジターゲットを調節するパス損失エ
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ッジターゲット調節コンポーネントとを具備する装置。
［５１］前記干渉決定コンポーネントは、前記担当されているデバイスから受信した測定
報告中で示されている前記１つ以上のアクセスポイントの信号強度または信号品質に少な
くとも部分的に基づいて決定する［５０］に記載の装置。
［５２］前記干渉決定コンポーネントは、前記担当されているデバイスから受信した、パ
イロット送信に対応する信号対ノイズ比が、しきい値レベルを下回っていることを決定す
ることに少なくとも部分的に基づいて決定する［５０］に記載の装置。
［５３］前記干渉決定コンポーネントは、バックホールリンクを通して、前記１つ以上の
アクセスポイントから潜在的な干渉の指示を受信することに少なくとも部分的に基づいて
決定する［５０］に記載の装置。
［５４］前記パス損失エッジターゲット調節コンポーネントは、ダウンリンクカバレッジ
要件とダウンリンク送信電力制限とにさらに少なくとも部分的に基づいて、前記パス損失
エッジターゲットを調節する［５０］に記載の装置。

【図１】 【図２】
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